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ク
ラ
l
ク
会
館
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
1

1

総
合
大
学
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
ル
ア

i
ツ
の
可
能
性
i

|

福
田

宏
・
大
塚

健
吉

車
彦
・
藤
井

は
じ
め
に

一
九
六
六
(
昭
和
四
二
年
に
設
置
さ
れ
た
ク
ラ
l
ク
会
館
大
講
堂
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

(
以
下
、
北
大
オ
ル
ガ
ン
と
略
記
)

北
海
道
で
二
番
目
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
全
国
的
に
見
て
も
戦
後
最
初
期
に
建
造
さ
れ
た
オ
ル
ガ
ン
の
一
つ
と
言
え
る

(図
l
参

照
)
。
そ
も
そ
も
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
所
有
す
る
国
立
総
合
大
学
は
珍
し
く
、
他
に
は
東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
に
小
規
模
な
例

が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

北
大
オ
ル
ガ
ン
は
、
そ
の
設
置
以
来
、
様
々
な
場
面
に
お
い
て
活
用
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
。
四
七
自
(
二

O
O
一
一
年
現
在
)
に
及

ぶ
大
学
主
催
の
コ
ン
サ

i
ト
、
学
会
や
各
種
の
記
念
式
典
で
の
演
奏
、
学
生
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
オ
ル
ガ
ン
研
究
会
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
、
中
断
期
間
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
こ
の
楽
器
は
北
大
に
お
け
る
音
楽
文
化
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
従
来
は
学
内
向
け
の
性
格
が
強
か
っ
た
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
広
く
市
民
に
開
放
し
、
地
域
と
大
学
双
方
に
と
っ
て
の
貴
重
な
「
文

448 編文
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十
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化
財
」
と
し
て
こ
の
楽
器
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら

の
大
学
に
と
っ
て
は
重
要
な
戦
略
と
な
る
、
だ
ろ
う
。

え
」
ム
J

に、

い
わ
ゆ
る
教
養
教
育
の
一
環
と
し
て
オ
ル
ガ
ン
を
位

置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
も
、
こ
の
楽
器
を
有
す
る
本
学
な
ら
で
は
の

二
O
O
二
年
に
は
、
全
学
教
育
科
目
の
一

大
き
な
利
点
で
あ
る
。

っ
と
し
て
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
用
い
た
集
中
講
義
が
初
め
て
展
開

さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
芸
術
課
程
を
持
た
な
い
国
立
大
学
と
し
て
は

(1) 

緩
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
も
ち

ろ
ん
、
オ
ル
ガ
ン
に
関
わ
る
経
験
が
北
大
で
の
専
門
教
育
に
直
結

す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
芸
術
科
白
で
養
わ
れ
る
感
性
や
審
美
眼

は
、
各
専
門
分
野
に
お
け
る
創
造
性
の
発
揮
に
つ
な
が
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
音
楽
学
部
を
持
た
な
い
総
合
大
学
と
し
て
は

不
釣
り
合
い
な
ほ
ど
立
派
な
オ
ル
ガ
ン
を
日
の
前
に
し
て
、
我
々

は
以
下
に
挙
げ
る
よ
う
な
素
朴
な
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

何
故
、
こ
の
北
大
に
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
存
在
し
て
い
る
の

か

?
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
楽
器
な
の
か
?

クラーク会館のパイプオルガン449 



-
我
々
北
大
人
は
、
こ
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
如
何
に
し
て
活
用
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
?

450 

こ
れ
ら
の
素
朴
な
疑
問
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
本
稿
に
お
け
る
呂
的
で
あ
る
。
ま
ず
第
二
章
で
は
、

編

ク
ラ

i
ク
会
舘
に
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
が
設
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
説
明
し
、
北
大
オ
ル
ガ
ン
を
弾
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
思
索
を
深
め
て
い
た
森
有
正
氏
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
交
え
な
が
ら
、
こ
の
オ
ル
ガ
ン
が
ど
の
よ
う
な
形
で
活
用
さ
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
た
い
と
思
う
。

文論

な
お
、
こ
の
章
の
最
後
で
は
一
九
九
四
年
に
設
立
さ
れ
た
オ
ル
ガ
ン
研
究
会
の
歩
み
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

ィ
。
フ
群
に
つ
い
て
簡
単
な
説
明
を
行
い
、

続
く
第
二
章
で
は
、
複
雑
な
内
部
機
構
を
擁
す
る
オ
ル
ガ
ン
の
構
造
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
北
大
オ
ル
ガ
ン
が
有
す
る
こ
四
種
の
パ

パ
イ
プ
の
長
さ
と
音
高
の
関
係
、
倍
音
群
ス
ト
ッ
プ
と
呼
ば
れ
る
パ
イ
プ
群
の
特
徴
な
ど
、

オ
ル
ガ
ン
特
有
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
そ
の
後
、

オ
ル
ガ
ン
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
言
及
し
、
現
在
の
北

大
オ
ル
ガ
ン
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

最
後
の
第
三
章
は
「
オ
ル
ガ
ン
の
社
会
史
」
と
で
も
一
言
、
つ
べ
き
内
容
で
あ
る
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
起
源
を
持
つ
オ
ル
ガ
ン
が
、
キ
リ

ス
ト
教
的
世
界
観
を
体
現
す
る
楽
器
と
し
て
中
肢
の
教
会
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
プ
ロ
セ
ス
。
世
俗
化
が
進
み
、
人
々
の
心
が
教
会
か
ら

離
れ
始
め
た
一
九
世
紀
に
お
い
て
も
、
オ
ル
ガ
ン
そ
の
も
の
は
命
脈
を
保
ち
続
け
た
こ
と
の
理
由
。
本
章
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
点

に
触
れ
な
が
ら
、
社
会
に
お
け
る
オ
ル
ガ
ン
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

以
上
、

三
章
に
渡
る
考
察
を
通
し
て
、
我
々
に
と
っ
て
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
持
つ
意
味
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
れ
が
、

本
稿
に
お
け
る
最
終
的
な
目
的
で
あ
る
。



ク
ラ

l
ク
会
館
に
お
け
る
オ
ル
ガ
ン
の
一
歴
史

の
建
設
構
想
を
初

め
て
口
に
し
た
の
は
、
氏
が
学
長
に
就
任
し
て
ま
だ
簡
も
な
い
一
九
五
四
(
昭
和
二
九
)
年
の
秋
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
の
北
大
に

北
大
学
長
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
杉
野
呂
晴
貞
氏
が
、
本
学
に
お
け
る
新
し
い
学
生
会
館
(
現
ク
ラ

i
ク
会
館
)

は
大
型
の
福
利
厚
生
施
設
は
一
つ
も
な
く
、
「
せ
め
て
学
生
が
媛
か
い
湯
茶
を
飲
み
な
が
ら
友
と
談
笑
で
き
る
場
所
を
作
っ
て
や
り
た

写真1 第1図パイプオルガン演奏会
(1966年 6F.J .奏者は秋元道雄氏)

出典 Iクラーク会館月報j31号、 1966年7丹、 l頁

い
」
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
だ
っ
た
と
い
う
。
当
時
の
日
本
に
お
い
て
「
ス
チ
ュ

l

デ
ン
ト
・
ユ
ニ
オ
ン

(
学
生
共
同
体
)
」

の
理
念
が
注
目
さ
れ
始
め
た
こ
と
も
あ
り
、

北
大
で
の
構
想
は
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
っ
た
。
特
に
杉
野
目
学
長
は
、
旧
制
高
校
的

な
全
人
教
育
の
場
と
し
て
の
要
素
と
欽
米
各
大
学
で
発
達
し
た
ス
チ
ュ

i
デ
ン
ト
・

(2) 

ユ
ニ
オ
ン
の
理
念
を
結
合
さ
せ
た
会
館
の
建
設
を
望
む
よ
う
に
な
っ
た
。
大
講
堂
へ

の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
設
置
も
そ
の
一
環
と
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
の
総
合
大
学
は
、
学
問
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
芸
術
を
愛
す
る
教
養
文
化
人
が

育
つ
場
所
で
あ
る
べ
き
、
と
い
う
の
が
氏
の
持
論
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
学
生
だ
け
で

な
く
、
広
く
市
民
に
も
オ
ル
ガ
ン
が
開
放
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
コ
ミ
ユ
ニ

テ
ィ

i
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
氏
は
願
っ
て
い
た
と
い
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
学
生
会
館
の
予
算
措
置
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ク

ラ
i
ク
会
館
が
完
成
し
た
一
九
六
O
年
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
当
時
の
段
階
に
お
い

て
は
、
文
部
省
は
大
学
附
属
の
学
生
会
館
建
設
費
を
予
算
化
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
会
館
の
建
設
運
動
は
「
北
大
創
基
八
O
周
年
ク
ラ
l
ク
記
念
会
館
建
設
期
成

クラーク会長官のパイプオルガン451 



会
」
の
設
置
(
一
九
五
六
年
一
月
)
と
い
う
形
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
総
工
費
約
三
億
円
の
内
、
国
費
支
出
は
付
帯
工
事

(
3
)
 

費
と
し
て
の
一
一
一
0
0
0
万
円
の
み
で
あ
り
、
残
り
九
割
は
各
方
面
か
ら
の
寄
付
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
オ
ル
ガ
ン
の

452 編

総
費
用
は
一

O
七
五
万
五
0
0
0
円
で
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

文

ク
ラ
l
ク
会
館
自
体
は
一
九
六
O
年
に
完
成
し
た
も
の
の
、
オ
ル
ガ
ン
の
設
置
が
完
了
し
た
の
は
そ
れ
よ
り
六
年
後
の
こ
と
で
あ
っ

(4) 

た
。
悶
西
ド
イ
ツ
・
ボ
ン
市
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ク
ラ
イ
ス
社
に
よ
っ
て
数
年
の
歳
月
を
か
け
て
製
作
さ
れ
た
パ
イ
プ
と
機
構
部
品
は
、
船

三之、
百四

使
に
て
小
樽
港
ま
で
運
ば
れ
、
そ
の
後
、
北
大
に
搬
入
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
組
立
に
は
、
同
社
か
ら
派
遣
さ
れ
た
二
人
の
職
人
に
ヤ

マ
ハ
の
技
術
者
が
加
わ
り
、
一
一
カ
月
ほ
ど
の
期
間
を
要
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
九
六
六
年
五
月
末
に
調
律
・
整
音
が
完
了
、
同
年
六

月
五

B
に
は
東
京
芸
術
大
学
助
教
授
(
当
時
)

の
秋
元
道
雄
氏
を
招
聴
し
、
第
一
回
目
の
演
奏
会
が
行
わ
れ
た

(
写
真
l
参
照
)
。
こ

の
時
に
は
希
望
者
全
員
を
入
場
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
翌
六
日
に
も
同
じ
演
奏
家
、
閉
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
再
度
コ
ン
サ
i

九
O
周
年
式
典
は
、
北
星
学
閤
女
子
短
期
大
学
助
教
授
(
当
時
)

ト
を
行
っ
て
い
る
。
両
日
と
も
、
通
路
に
も
び
っ
し
り
と
い
う
超
満
員
の
聴
衆
で
あ
っ
た
。
同
年
九
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
北
大
創
基

の
黒
川
武
氏
に
よ
る
オ
ル
ガ
ン
演
奏
で
開
幕
し
、
最
後
も
同
氏
に
よ

写真2 オルガンを演奏する森有正氏
(1971年8月・小林三樹氏撮影)

る
「
都
ぞ
弥
生
」

の
演
奏
で
幕
を
閉
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
来
、

法
学
部
創
立
一
一
一
O
周
年
記
念
式
典
(
一
九
七
七
年
十
月
)
、
各
種
の
学

会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、
様
々
な
場
に
お
い
て
オ
ル
ガ
ン
が
活
用
さ

れ
始
め
た
の
で
あ
る
。

ク
ラ
l
ク
会
館
の
オ
ル
ガ
ン
を
最
も
「
賛
沢
に
」
弾
い
て
い
た
の
は

哲
学
者
の
森
有
正
氏
で
あ
ろ
う
。
氏
は
、
避
暑
を
、
兼
ね
て
来
札
し
た
折

に
開
会
館
の
宿
泊
室
に
滞
在
し
、
毎
朝
五
時
に
起
き
て
は
、
階
下
の
大
(5) 

講
堂
に
降
り
て
き
て
二
、
三
時
間
オ
ル
ガ
ン
を
演
奏
し
て
い
た
と
い
う



(
写
真
一
つ
山
参
照
)
。
そ
し
て
、
練
習
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
読
者
一
回
や
執
筆
、
北
大
構
内
や
植
物
国
で
の
散
歩
。
氏
に
と
っ
て
の
オ
ル
ガ
ン

は
、
ま
さ
に
「
思
索
の
源
泉
と
し
て
の
音
楽
」
で
あ
り
、
氏
が
晩
年
に
独
自
の
思
想
を
大
成
さ
せ
る
う
え
で
重
要
な
糧
と
し
て
寄
与
し

た
の
で
あ
っ
た
。
オ
ル
ガ
ン
の
修
練
を
通
じ
て
人
間
存
在
を
徹
底
的
に
深
め
、
経
験
を
定
義
し
変
貌
さ
せ
て
い
く
こ
と
こ
そ
生
き
る
目

的
で
あ
る
と
考
え
た
森
氏
の
歩
み
は
、
「
芸
術
が
駆
動
す
る
教
養
主
義
」
が
真
に
独
創
的
な
人
物
を
輩
出
し
得
た
と
い
う
豊
か
な
成
功

例
で
あ
ろ
う
。
氏
は
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
リ
ベ
ラ
ル
ア
l
ツ
の
一
翼
を
担
う
存
在
で
あ
る
こ
と
を
身
を
以
て
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

彼
が
オ
ル
ガ
ン
に
つ
い
て
書
い
た
丈
章
の
一
部
を
以
下
に
引
用
し
て
お
こ
う
。

オ
ル
ガ
ン
演
奏
に
お
け
る
努
力
の
意
味
、
そ
れ
は
人
間
の
能
力
を
組
織
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
う
い
う
努
力
は
そ
の
人
間
存

在
そ
の
も
の
を
透
明
に
す
る
。
そ
の
価
値
も
欠
陥
も
、
そ
れ
が
精
神
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
身
体
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
容
赦

な
く
あ
ら
わ
に
す
る
。
そ
し
て
そ
の
訓
練
の
目
的
は
作
品
を
現
実
の
場
に
再
構
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
:
:
:
建
築
は
重
力
と
そ
れ

に
対
抗
す
る
人
間
の
造
形
的
意
志
と
の
措
抗
関
係
と
し
て
そ
こ
に
成
立
す
る
。
[
そ
れ
に
対
し
]
音
楽
は
、
不
可
逆
な
時
間
の
経

過
に
お
い
て
、
そ
の
経
過
そ
の
も
の
を
通
し
て
、
人
聞
が
一
つ
の
纏
ま
っ
た
か
た
ち
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
努
力
の
措
抗
図
式
に

な
る
。
熱
情
も
、
歓
喜
も
、
憂
欝
も
こ
の
措
抗
作
品
に
お
い
て
か
た
ち
を
得
る
。
そ
れ
が
流
動
に
お
け
る
か
た
ち
、
換
言
す
れ
ば
、

(
6
)
 

あ
る
特
定
の
流
動
の
仕
方
を
構
成
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
(
傍
点
は
原
文
通
り
)

ク
ラ
i
ク
会
館
に
オ
ル
ガ
ン
が
設
置
さ
れ
て
以
来
、
大
学
主
催
の
槙
奏
会
は
、
国
内
外
の
著
名
な
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
を
招
い
て
年
に
数

回
の
ベ

i
ス
で
開
催
さ
れ
て
い
た
(
表
l
参
照
)
o

だ
が
、
第
二
一
O
回
の
ス
テ
フ
ア
ノ
・
イ
ノ
チ
ヱ
ン
テ
ィ
氏
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
(
一

九
八
六
年
十
一
月
)
を
以
て
公
的
な
使
用
は
途
絶
え
て
し
ま
う
。
調
律
な
ど
維
持
に
費
用
が
か
か
る
割
に
聴
衆
の
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
が
、
そ
の
主
た
る
理
由
で
あ
っ
た
。
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表 1 大学主催コンサート一覧 (1966~2002年)

思 開催日 演奏者(敬称略) 所属(当時)

1 1 1966. 6. 5 秋元道雄 東京芸術大学助教授

2 1 1967. 2. 3 t;t;祐子 ーユーイング?ブンド音楽i淀教授(アメリカ)
311967.6.30 黒川弘子
4 1 1967.10. 9 秋フE道雄専 東京芸術大学助教授

5 1 1967.12.12 淵田道雄 北大工学部機械工学科4年
6 1 1968. 5. 1 111崎陽子 エリザベート音楽大学講締

7 1 1968.10.18 秋冗道雄 東尽芸術大学助教授

81 1969. 5.22 黒川弘子
9 1 1969. 10. 6 秋フE道雄 東京芸術大学助教授

101 1970. 5.23 iZii沼道放 二菱電気

111 1970. 10. 7 秋克道雄 東京芸術大学助教授

121 1970. 12. 8 林祐子 ーユーイングアンド音楽院教授(アメリカ)

131 1971. 4.27 ピーター・プフーアフスキー ウィーン聖シュテファン大~~オ jレガニスト(オーストワア)

141 1973.4.12 ハフルド フォーゲル 北ドイツ・オルガンアカデミ一会長(認可ドイツ)

151 1973. 10. 11 アルノー・シェーンシュテット ウィーン袈シュテファン大聖堂オルガースト(オースト')7)

161 1974. 4.12 ハフルド・フォーゲル 北ドイツ・オルガンアカデミー会長(閲ドイツ)

171 1974.10.24 マルセル シュミット ザンクトガレン教会オルガースト(スイス)

181 1975.10.22 モ リス・アドレー ルター教会オルガニスト(デンマ ク)

191 1976. 7. 9 福山霊王子 北大病院第一内科細菌学教室

20 1976.11.17 イメルダ ブロッホリーガー チコーリッヒ1ft送局専属オルガースト(スイス)
21 1977. 5.21 河野和雄 東洋英和学院中・高等部教諭

22 1977.10.12 イエンス 'E クリステンセン コベンハーゲン大聖堂削オルガースト(デンマーク)
23 1978. 6. 9 赤津智子 日本製公会聖パウロ教会オルガースト

24 1978.12. 5 同J橋靖子 日本キリスト教団川和教会オルガースト

25 1979. 5.24 ロノTート・アンダソン サザン・メソジスト大学教授(アメリカ)

26 1982.10.12 ロノTート・アムプト シドニー音楽院議附(オ」ストアリア)

27 1983.11. 1 林祐子 ーユーイングフンド苦楽院教f受(アメリカ)
28 1984.10.12 モーカ ヘンキング ルツェルン教会音楽学校教授(スイス)

29 1985.12.12 ゴ、ツトフリート・フ。レブー アイゼ、ナッハ教会音楽学校教授(東ドイツ)

30 1986.11. 21 スァファノ・イノチェンティ パルマ・アリゴボイト音楽院教授(イタリア)
(この問、開催されず)

3111993.3.10 瀬尾弥生子*
321 1993. 6.17 富田節子* カトリック北十一条教会オルガースト

331 1993.11. 24 工藤羊子宇 フEミュールハイム翠マルクス教会カントーリン

341 1994. 1.13 フントッシュ・イシュトパ ン リスト音楽院教授(ハンガリー)
351 1994. 5.25 大野敦子 カトリック札幌北一条教会オルガースト

361 1994.11. 22 平中弓弦 ソービュー教会/キ スルツプ教会オルガニスト(テ'ンマーク)

371 1995. 6.30 二i甫いっ号み 日本キリスト教団札幌北光教会オルガースト

381 1995.10.18 瀬尾弥生子キ

391 1996. 9.24 駒谷誠
40 1997. 6.25 大野敦子 カトリック札幌北一条教会オルガースト

41 1997.10.31 佐々木美察 札線キリスト福音館オルガースト

42 1998. 6.25 之瀬麻友美 7G日本キリスト教毘佐賀教会オルガースト
43 1998.10.20 小泉優香 カトリック札幌北一条教会オルガースト

44 1999. 6.25 李翰拐1 冗南ソウル教会オルガースト

45 2000.11.16 大野敦子 カトリック札幌北一条教会オルガースト

46 2001.11.15 工勝羊子 日本キリスト教問札幌中央教会オルガニスト

47 臼堕2.10.8 佐々木美裳 プレーメン芸術大学学生(ドイツ)

(*は共演者付きの演奏会であったことを示す)
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北大交響楽団「若人の為の室内楽演奏会J
(1992年12月4B.小林三樹氏撮影)

写真3

そ
れ
以
降
、

五
年
間
に
渡
っ
て
オ
ル
ガ
ン
の
シ
ャ
ツ
タ

i
が
閉
じ
ら
れ
、
学
生
や
教
職

員
の
自
に
は
触
れ
ら
れ
な
い
ま
ま
半
ば
放
置
さ
れ
た
よ
う
な
状
態
と
な
っ
て
い
た
が
、
小

の
尽
力
に
よ
り
、
楽

林
三
樹
工
学
部
助
教
授
(
当
時
)

や
丹
保
憲
仁
学
生
部
長
(
当
時
)

器
の
使
用
が
決
定
さ
れ
る
。
実
際
、

一
九
九
一
年
以
降
、
北
大
交
響
楽
団
の
室
内
楽
演
奏

会
に
お
い
て
オ
ル
ガ
ン
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
(
写
真
3
参
照
)
、

一
九
九
一
二
年
三
月

か
ら
は
大
学
主
擢
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
再
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
年
六
月
の
演
奏

会
で
は
、
深
津
和
三
学
生
部
長
(
当
時
)
が
、
こ
れ
か
ら
は
オ
ル
ガ
ン
を
職
員
・
学
生
の

ク
ラ
ブ
活
動
に
開
放
す
る
の
で
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
学
生
部
の
意
向
を
正
式

に
表
明
し
、
オ
ル
ガ
ン
河
好
会
と
い
っ
た
サ
ー
ク
ル
の
誕
生
を
期
待
す
る
一
方
、
既
存
の

合
唱
団
や
交
響
楽
団
、
吹
奏
楽
団
、
ピ
ア
ノ
ク
ラ
ブ
と
い
っ
た
音
楽
団
体
に
も
積
極
的
に

オ
ル
ガ
ン
を
使
っ
て
欲
し
い
と
述
べ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
動
き
を
加
速
さ
せ
た
の
は
オ
ル
ガ
ン
研
究
会
の
設
立
で
あ
る
。
そ
の
き
っ
か

け
は
、
当
時
信
州
大
学
の
学
生
で
あ
っ
た
大
塚
産
彦
氏
が
、

一
九
九
三
年
九
月
、
北
大
理

学
研
究
科
の
続
試
を
受
け
る
た
め
に
札
幌
に
や
っ
て
来
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
学
広
報
誌

る
む
』
に
学
生
の
オ
ル
ガ
ン
和
吊
を
促
す
小
林
三
樹
氏
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
を
た
ま
た
ま
自
に
し
た
彼
は
、
進
学
が
決
定
す
る
と
さ
っ
そ
く
小
林
氏
を
訪
ね
、
オ
ル

ガ
ン
愛
好
者
を
集
め
た
学
生
団
体
の
設
立
に
つ
い
て
協
議
し
た
の
で
あ
っ
た
。
翌
九
四
年

四
月
の
時
点
に
お
い
て
、
大
塚
氏
の
他
に
松
永
宜
子
氏
(
当
時
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程

の
二
人
が
オ
ル
ガ
ン
愛
好

一
年
)
と
棟
朝
雅
靖
氏
(
当
時
工
学
硯
究
科
博
士
課
程
二
年
)
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者
と
し
て
こ
の
間
体
設
立
者
に
連
な
り
、
更
に
五
人
の
音
楽
愛
好
家
が
会
員
に
加
わ
っ
て
団
体
と
し
て
の
活
動
を
開
始
し
た
。
公
認
学

生
団
体
の
申
請
を
す
る
に
あ
た
り
「
北
海
道
大
学
オ
ル
ガ
ン
研
究
会
」
(
二

O

O
二
年
に
「
北
海
道
大
学
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
研
究
会
」

と
改
称
)
と
い
う
団
体
名
称
と
会
の
規
約
が
学
生
課
に
五
月
二
十
五
日
付
で
提
出
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
日
が
オ
ル
ガ
ン
研
究
会
の
設
立

456 悲痛文

日
と
さ
れ
て
い
る
。

子色
白隠

同
研
究
会
が
活
動
を
本
格
的
に
開
始
し
た
の
は
同
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
。
当
初
は
ク
ラ
1
ク
会
館
講
堂
の
空
き
時
間
に
会
員
が
め

い
め
い
オ
ル
ガ
ン
を
練
習
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
取
っ
て
い
た
が
、
じ
き
に
定
期
的
に
例
会
が
持
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
全
国
的

に
見
て
も
オ
ル
ガ
ン
を
演
奏
す
る
学
生
団
体
の
活
動
例
が
他
に
な
か
っ
た
た
め
に
、
当
初
は
全
て
手
探
り
で
活
動
様
式
を
確
立
し
て
い

く
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
十
一
月
ニ
十
六
日
に
は
、
札
幌
出
身
の
デ
ン
マ
ー
ク
国
教
会
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
平
中
弓
弦
氏
に
よ

る
「
お
話
と
演
奏
の
夕
べ
|
|
歌
州
オ
ル
ガ
ン
事
情
あ
れ
こ
れ
」
が
オ
ル
ガ
ン
研
究
会
の
主
催
で
開
保
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
札
韓

コ
ン
サ
ー
ト
ホ

i
ル
・
キ
タ
ラ
へ
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
設
置
を
目
指
す
「
札
幌
市
音
楽
専
用
ホ

l
ル
・
オ
ル
ガ
ン
設
置
期
成
会
」
が
協

賛
団
体
と
し
て
加
わ
っ
た
。
更
に
十
二
月
二
十
二
日
に
は
内
部
発
表
会
の
性
格
を
持
っ
た
「
録
音
会
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
録
音
会
は

翌
年
に
も
う
一
度
開
催
さ
れ
た
後
、
外
部
へ
の
公
開
の
賛
否
を
め
ぐ
る
議
論
を
経
て
一
九
九
六
年
十
二
月
二
十
日
の
記
念
す
べ
き
第
一

(
公
開
)
演
奏
会
へ
と
つ
な
が
る
。
以
降
、
年
一

i
一
一
回
の
演
奏
会
を
毎
年
開
催
し
、
ニ
O

O
一
年
冬
に
は
第
一

O
自
の
記
念
演

回
の
奏
会
を
開
催
す
る
な
ど
順
調
に
囲
を
重
ね
て
い
る
。

研
究
会
の
隈
調
な
発
展
と
と
も
に
、
大
学
主
催
演
奏
会
も
再
び
年

7
1
二
留
の
頻
度
で
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中

断
前
と
異
な
る
の
は
札
粧
や
北
大
に
ゆ
か
り
の
あ
る
オ
ル
ガ
ン
奏
者
が
招
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
オ
ル
ガ
ン
研
究
会
の

設
立
に
加
え
、
札
幌
在
住
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
が
活
躍
す
る
舞
台
の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
で
、
長
年
市
内
で
最
も
大
き
な
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

を
設
置
し
て
い
た
北
大
は
、
こ
の
時
期
か
ら
名
実
と
も
に
札
幌
の
オ
ル
ガ
ン
文
化
の
一
大
拠
点
へ
と
歩
み
始
め
た
と
言
え
よ
う
。

ク
ラ
i
ク
会
館
を
場
築
し
て
従
来
の
学
生
会
館
に
留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
付
加
し

な
お
、
オ
ル
ガ
ン
研
究
会
の
設
立
当
初
は
、



ょ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
扱
い
が
オ
ル
ガ
ン
関
係
者
に
と
っ
て
は
一
つ
の
心
記
事
と
な
っ
て
い
た
。

幸
い
ク
ラ

l
ク
会
館
が
増
築
で
は
な
く
改
装
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
方
針
と
な
り
、
そ
の
心
配
は
紀
憂
に
終
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

教
養
部
の
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
の
改
組
(
一
九
九
五
年
)
を
き
っ
か
け
と
し
た
全
学
教
育
改
善
の
流
れ
を
受
け
、
全

学
教
育
科
目
「
芸
術
と
文
学
」
の
一
つ
と
し
て
北
大
オ
ル
ガ
ン
を
用
い
た
講
義
が
立
案
さ
れ
た
。
安
藤
厚
文
学
研
究
科
教
授
・
高
等
教

ニ
O
O
二
年
九
月
に
洗
足
学
習
大
学
講
師
の
藤
原
一
弘
氏
を
招

育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ

i
長
補
佐
の
積
極
的
な
企
画
推
進
を
経
て
、

い
て
の
四
日
間
二
単
位
の
集
中
講
義
が
実
現
し
た
。
講
義
に
続
い
て
行
わ
れ
た
「
講
演
と
演
奏
の
集
い
」
に
は
オ
ル
ガ
ン
研
究
会
会
員

に
加
え
て
、
退
官
し
た
小
林
三
割
氏
や
深
津
和
三
氏
を
は
じ
め
と
す
る
北
大
の
オ
ル
ガ
ン
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
た
話
々
が
参
加
し
、

ク
ラ

l
ク
会
館
の
オ
ル
ガ
ン
が
新
た
な
発
展
段
措
に
あ
る
こ
と
を
共
に
喜
び
合
っ
た
。

北
大
オ
ル
ガ
ン
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
設
置
さ
れ
る
環
境
に
応
じ
て
倍
加
に
発
注
・
製
作
さ
れ
る
た
め
、

一
台
一
台
が
異
な
っ
た
形
状
・
特
賞
を
有
し

て
い
る
。
こ
の
章
で
は
北
大
オ
ル
ガ
ン
を
中
心
に
し
て
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
構
造
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
発
音
原
理
自
体
は
非
常
に
簡
単
で
あ
る
。
こ
の
楽
器
は
管
に
空
気
が
伝
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
声
す
る
管
楽
器

で
あ
り
、
そ
の
操
作
は
ピ
ア
ノ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
鍵
盤
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
オ
ル
ガ
ン
に
は
数
百
本
か
ら
時
に

は
一
万
本
を
越
え
る
パ
イ
プ
が
記
置
さ
れ
て
お
り
、
傭
々
の
パ
イ
プ
を
選
択
し
て
自
在
に
空
気
を
送
る
為
に
複
雑
な
送
風
機
構
が
必
要

と
な
る
。

北
大
オ
ル
ガ
ン
は
、
主
鍵
盤
国
間
吾
耳
目
『
F
副
鍵
盤
ω
n
y君。

-
z
q
F
足
鍵
盤

F
E】
の
一
二
つ
の
鍵
盤
か
ら
操
作
さ
れ
る
計
一
五
五
六
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本
の
パ
イ
プ
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
は
操
作
さ
れ
る
鍵
盤
に
対
応
し
て
一
二
つ
の
パ
イ
プ
群
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
箱
に
校
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
パ
イ
プ
群
の
分
割
独
立
を
重
視
し
た
ヴ
エ
ル
ク
プ
リ
ン
ツ
ィ
プ
ぞ

R
S江
口
N

苦
と
呼
ば
れ
る
配
置
は
、
本
来

バ
ロ
ッ
ク
期
の
北
ド
イ
ツ
で
一
般
的
に
見
ら
れ
た
特
徴
で
あ
り
、
一
一

O
世
紀
に
お
け
る
オ
ル
ガ
ン
の
標
準
化
の
流
れ
の
中
で
広
く
採
用

さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
北
大
オ
ル
ガ
ン
の
場
合
も
、
写
真
4
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
正
面
か
ら
見
て
右
下
に
主
鍵
操
、
右
上

に
副
鍵
盤
、
左
に
足
鍵
盤
の
パ
イ
プ
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
分
割
は
、
そ
の
よ
う
な
思
想
に
よ
る
と
い
う
よ
り
は
コ
ス
ト

458 i穏文言市

ダ
ウ
ン
の
た
め
に
簡
素
な
構
造
を
追
及
し
た
結
果
と
も
思
わ
れ
る
。
な
お
、
ク
ラ
イ
ス
社
が
同
時
期
に
製
作
し
た
武
蔵
野
音
楽
大
学
べ

l

とト
な!
っヴ
てエ
い(ン
るZホ

Jレ
の
オ
jレ
ガ
ン

(
一
九
六
一
年
)
、
東
京
芸
術
大
学
二
号
館
の
オ
ル
ガ
ン

(
一
九
六
四
年
)
も
類
似
の
パ
イ
プ
配
童

主
鍵
盤
と
副
鍵
盤
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
九
種
類
、
足
鍵
盤
か
ら
は
六
種
類
、
全
体
で
は
二
四
種
類
の
音
色
の
パ
イ
プ
を
鳴
ら
す
こ
と
が

で
き
る
。
演
奏
者
は
、
ス
ト
ッ
プ
(
音
栓
)
を
使
っ
て
風
を
吹
き

北大オルガン全景(工藤立史氏撮影)

込
む
パ
イ
プ
の
種
類
を
選
択
し
、
そ
の
組
合
せ
で
多
様
な
音
色
を

作
成
す
る
。
時
に
は
特
定
の
パ
イ
プ
だ
け
で
愛
ら
し
い
音
色
を
、

ま
た
時
に
は
す
べ
て
の
パ
イ
プ
を
鳴
ら
し
て
大
音
響
を
発
し
た
り

す
る
の
で
あ
る
。
三
つ
の
パ
イ
フ
群
は
対
応
す
る
二
一
つ
の
鍵
盤
か

ら
別
々
に
操
作
さ
れ
る
が
、

カ
ブ
ラ

l
穴
C
右
四
日
と
呼
ば
れ
る
装

置
は
こ
れ
ら
パ
イ
プ
群
同
士
の
連
結
を
可
能
に
す
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
主
鍵
擦
に
属
す
る
音
色
を
足
鍵
盤
に
重
ね
た
り
、
副
鍵
盤

写真4

の
音
色
を
主
鍵
盤
に
重
ね
た
り
し
て
音
色
の
組
合
せ
を
更
に
多
様

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



北
大
オ
ル
ガ
ン
に
供
給
さ
れ
る
嵐
在
の
公
称
値
は
、
空
気
の
貯
蔵
ふ
い
ご
部
で
八

O
B
B
Z
m
(水
銀
柱
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
)
、
主
鍵
盤

で
五
五

B
B
Z
m頃
副
鍵
盤
で
五

O
B
B民
間
唱
足
鍵
盤
で
七

O
ヨ
g
z
m
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
風
圧
は
普
通
の
管
楽
器
と
違
っ
て
演
奏
者

が
自
在
に
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
音
の
強
さ
の
調
節
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
意
志
や
感
情
の
表
現
が
重
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
ロ
マ
ン
派
の
時
代
に
は
、
オ
ル
ガ
ン
に
も
ク
レ
シ
エ
ン
ド
や
デ
ク
レ
シ
エ
ン
ド
と
い
っ
た
強
弱
表
現
が
要
求
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
応
え
る
た
め
、
パ
イ
プ
を
収
め
る
箱
の
前
面
に
鎧
戸
を
取
り
付
け
、
そ
の
開
閉
に
よ
り
強
弱
を
表
現
で
き
る
よ

う
に
し
た
楽
器
が
盛
ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
北
大
オ
ル
ガ
ン
で
は
、
副
鍵
盤
で
奏
さ
れ
る
パ
イ
プ
群
(
右
上
)

の
前
面
に
そ

の
よ
う
な
鎧
戸
が
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
足
下
の
ペ
ダ
ル
で
自
在
に
開
閉
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ス
ト
ッ
プ
は
吉
典
的
な
ノ
ブ
式
で
は
な
く
モ
ダ
ン
な
電
気
ス
イ
ッ
チ
の
形
状
を
し
て
お
り
、
電
磁
石
に
よ
っ
て
ス
ト
ッ
プ
の
動
き
が

ス
ラ
イ
ダ

i

(
気
道
の
開
閉
板
)
に
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
鍵
盤
の
動
き
を
パ
イ
プ
の
開
閉
部
分
に
繋
げ
る
ト
ラ
ッ
カ
ー
に
は
、
木
製

で
は
な
く
金
属
製
の
ワ
イ
ヤ

i
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
合
理
的
」
な
機
構
は
、
戦
災
復
興
期
の
オ
ル
ガ
ン
大
量
生
産
時
代

に
広
く
用
い
ら
れ
た
。

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
一
p

台
一
台
の
個
性
を
最
も
よ
く
表
す
の
は
ス
ト
ッ
プ
リ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
パ
イ
プ
の
一
覧
表
で
あ
る
。
ま
た
色
鉛

筆
箱
に
一
不
さ
れ
る
色
数
に
似
て
、
オ
ル
ガ
ン
の
ス
ト
ッ
プ
数
は
楽
器
の
規
模
を
示
す
と
一
言
っ
て
よ
い
。
表
2
に
北
大
オ
ル
ガ
ン
の
ス
ト

ツ
プ
リ
ス
ト
を
示
し
て
お
こ
う
。
各
ス
ト
ッ
プ
毎
に
、
名
称
・
フ
ィ
ー
ト
長
・
パ
イ
プ
の
本
数
・
金
属
の
配
合
比
を
示
し
て
い
る
。
オ

ル
ガ
ン
と
い
う
楽
器
は
、
地
域
や
時
代
に
よ
っ
て
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
間
じ
音
色
の
ス
ト
ッ
プ
が
異
な
る
名
称
を

持
つ
場
合
、
逆
に
同
じ
名
称
で
も
違
う
ス
ト
ッ
プ
を
指
す
ケ
l
ス
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ス
ト
ッ
プ
名
に
は
定
ま
っ
た
カ
タ
カ
ナ
表

(8) 

記
や
邦
訳
が
な
い
場
合
が
多
く
、
日
本
一
語
の
文
献
に
お
い
て
も
原
語
の
ま
ま
記
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
ま
ま
で
は

分
か
り
に
く
い
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
原
則
と
し
て
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
行
い
、
北
大
オ
ル
ガ
ン
が
有
す
る
ス
ト
ッ
プ
名
の
由
来
に
つ

い
て
こ
こ
で
街
単
に
説
明
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
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表2 ストップリスト

ストップ
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パイプの種族

2. Principal bass 8' 

5. Octav 2' 

プリンツィパル族
7. Principal 8' 

9闘 Octav4' 
Prinzipale 

19. Weiden pleile 8' 

21. Principal 4' 

23. Octav 2' 

基音群

Grundlon 1. Subbass 16' 

3. Pommer 8' 
ブルー管 4. Spitzllote 4' 
(信管) フJレ ト族 8. Holz gedackt 8' 
Lippenpleilen Floten 10. Rohr!1凸te4' 

12. Waldllote 2' 

20. Koppelllote 8' 

22. Quintade 4' 

単列倍音管 11. Nasard 2 2/3' 

f音音群 Aliquot 24. Larigot 1 1/3' 

Mulalion 混合管 13. Mixtur 41 

Oberton 多'9!J倍音管 Mixtur 26. Scharff 3-41 

Aliquot Gemischte 

Stimme 複合管

1πlitator 
25. Sesquialter 1-31 

6. Fagott 16' 
リード管(雷管) 14. Dulcian 16' 

Zungenpleilen 15. Trompete 8' 

27. Rohrschalmey 8' 

表3

第
一
の
タ
イ
プ
は
パ
イ
プ
の
形
状
を
指
し
示
す
も
の
で
あ

る
。
例
え
ば
四
番
の
シ
ユ
ピ
ッ
ツ
フ
レ

l
テ
∞
同
法
N
由。
g
は

先
の
尖
っ
た
フ
ル
ー
ト
、

O
番
の
ロ
ア
フ
レ

i
テ

列
島
邑
0
8
は
小
さ
い
管
付
き
の
フ
ル
ー
ト
、
と
い
っ
た
具

合
で
あ
る
。
第
二
は
ス
ト
ッ
プ
の
音
の
高
さ
を
示
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
記
譜
音
よ
り
実
音
が
一
オ
ク
タ

i
ヴ
低
い

番
の
ズ
プ
パ
ス
∞
号

g訟
や
一
オ
ク
タ

l
ヴ
高
い
九
番
の
オ

ク
タ

l
ヴ
C
n
g〈
な
ど
が
あ
る
。
第
二
一
の
タ
イ
プ
は
六
番
の

フ
ァ
ゴ
ッ
ト
担
問
。
守
ぞ
一
五
番
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
ベ
5
5
t

官
件
。
の
よ
う
に
特
定
の
楽
器
に
似
た
音
を
出
す
も
の
、
そ
し

て
第
四
に
、
鼻
濁
音
を
出
す
一

一
番
の
ナ
ザ

i
ル
ヌ
国
間
田
氏

や
鋭
い
音
を
出
す
二
六
番
の
シ
ヤ
ル
フ
∞
岳
民
均
の
よ
う
に

音
の
特
徴
が
そ
の
ま
ま
名
称
に
な
っ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

楽
器
に
よ
っ
て
は
「
私
に
触
れ
て
は
な
ら
な
い

Z
忌
5
2
g
a

m
q
m
」
と
書
か
れ
た
偽
の
ス
ト
ッ
プ
も
存
在
す
る
が
、
残
念

な
が
ら
(
?
)
、
北
大
オ
ル
ガ
ン
に
は
そ
う
し
た
「
遊
び
」

の
要
素
は
含
め
ら
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、

一
六
番
か
ら

一
八
番
の
ス
ト
ッ
プ
は
前
述
の
カ
ブ
ラ

i
、
一
一
八
番
の
ト
レ

、
ュ
ラ
ン
ト

J
2
2
g
Z
E
は
副
鍵
盤
の

に
ピ
ブ
ラ
!
ト
を
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か
け
る
も
の
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
パ
イ
プ
と
直
接
の
関
係
は
な
い
。

発
音
原
輝
一
の
酉
か
ら
オ
ル
ガ
ン
の
パ
イ
プ
群
は
大
き
く
二
つ
に
分
け

ら
れ
る

(表
3
お
よ
び
国

2
・
国

3
参
照
)
。

パ
イ
プ
下
部
の
歌
口
が
振
動
を
生
成
し
、
そ
こ
を

一
つ
は
フ
ル
ー
ト
や
リ

コ
ー
ダ
!
と
開
様
、

下
端
と
し
て
パ
イ
プ
上
端
ま
で
の
長
さ
に
対
応
し
た
振
動
が
共
鳴
す
る

フ
ル

l
位
呂
(
辰
口
同
呂
)

で
あ
る
。
上
に
述
べ
た
パ
イ
プ
の
長
さ
と
音
の
高

さ
が
直
接
関
係
す
る
の
は
、
こ
の
フ
ル

l
管
の
場
合
の
話
で
あ
る
。
も

う
一
つ
は
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
や
オ
ー
ボ
エ
の
よ
う
に
、
リ
ー
ド
(
舌
)

が
振
動
し
、
そ
れ
が
管
内
に
共
鳴
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
音
す
る
リ
l

ド
管
(
舌
管
)

で
あ
る
。
北
大
オ
ル
ガ
ン
に
は
四
種
の
リ

i
ド
管
が
あ

り
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
管
楽
器
に
名
を
措
り
て
い
る
。
例
え
ば
、

四

番
の
ド
ゥ
ル
ツ
ィ
ア
ン
ロ
己
丘
告
や
一
一
七
番
ロ
ア
シ
ヤ
ル
マ
イ

列
島
訟
の
ぴ
即
日
自
主
の
シ
ヤ
ル
マ
イ
∞
nv同
町
出
品
は
古
い
ダ
ブ
ル
リ

i
ド
楽

器
の
名
能
で
あ
る
。

フ
ル

l
管
は
さ
ら
に
、
プ
リ
ン
ツ
ィ
パ
ル
族
と
フ
ル
ー
ト
族
と
に
分

け
ら
れ
る
。
プ
リ
ン
ツ
イ
パ
ル
司

E
5官
一
や
オ
ク
タ
!
ヴ

O
R当
と

い
っ
た
プ
リ
ン
ツ
ィ
パ
ル
族
の
パ
イ
プ
は
、

一
定
の
径
を
持
つ
開
管
で

あ
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
音
色
を
作
る
。

フ
ル
ー
ト
族
の
パ
イ

一
方
、

プ
は
、
開
管
・
閉
管
・
半
開
管
(
閉
管
の
上
に
細
い
開
管
や
丹
錐
形
の

共鳴管(リゾネ 5') 

.iEiili図

管体

調l断扇

警i_

\~ト調律ピン

J ド受!j (喉)←-1商工H関ナリード(舌)

足.;
， 1" 
底孔

上唇

下唇

核

鼠路

462 

臨3 1)ード管(舌管)
Ili典:クロッツ (1991)、 55頁

出濡文論

密2 フルー管(唇管)
出典・クロッツ(1991)、 32ffif
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諮例 1

帽
子
を
立
て
た
管
)

の
区
別
が
あ
り
、
形
状
も
丹
筒
形
や
円
錐
形
と
様
々
で
、
音
色
も
多
様
で
あ

る
。
フ
ル
ー
ト
族
の
管
は

般
に
プ
リ
ン
ツ
ィ
パ
ル
族
に
比
べ
る
と
音
色
が
柔
ら
か
く
、
歌
口
の

幅
が
狭
く
上
下
に
広
い
の
が
特
償
と
さ
れ
て
い
る
。
北
大
オ
ル
ガ
ン
に
は
、
主
鍵
盤
と
副
鍵
盤
の

双
方
に
プ
リ
ン
ツ
ィ
パ
ル
族
と
フ
ル
ー
ト
族
の
主
要
な
パ
イ
プ
が
一
通
り
揃
っ
て
い
る
と

ぅ
。
他
方
、
リ
i
ド
管
の
パ
イ
プ
は
個
性
的
な
音
色
を
持
つ
も
の
が
多
く
、
独
奏
に
最
適
で
あ
る

譜例2

が
、
他
の
ス
ト
ッ
プ
と
組
み
合
わ
せ
て
全
体
の
響
き
を
豊
か
に
す
る
の
に
も
用
い
ら
れ
る
。

各
ス
ト
ッ
プ
に
付
せ
ら
れ
た
フ
ィ

i
ト
数
は
音
の
高
さ
を
表
し
て
い
る
。
∞
ゅ
の
ス
ト
ッ
プ
で
あ

れ
ば
、
記
譜
音
が
そ
の
ま
ま
実
音
と
し
て
、
ぺ
の
ス
ト
ッ
プ
は
そ
れ
よ
り
も
一
オ
ク
タ
l
ヴ
高
い

音、

5.
の
ス
ト
ッ
プ
は
一
オ
ク
タ

l
ヴ
抵
い
音
が
鳴
る
。

フ
ィ
ー
ト
と
い
う
単
位
か
ら
類
推
さ

れ
る
よ
う
に
、
こ
の
数
字
は
元
来
パ
イ
プ
の
長
さ
を
一
不
す
数
値
で
あ
っ
た
。
パ
イ
プ
の
南
端
が
開

い
た
間
管
で
∞
・
と

い
で
あ
る
ス
ト
ッ
プ
の
場
合
、
最
抵
音
ド

(C)
に
相
当
す
る
パ
イ
プ
の

長
さ
は
約
八
フ
ィ
ー
ト
(
ご
・
四
メ
ー
ト
ル
)

で
あ
る
。
同
じ
開
管
で
あ
れ
ば
、
長
さ
が
二
分
の

一
に
な
れ
ば

オ
ク
タ

l
ヴ
高
い
音
が
、

四
分
の
…
に
な
れ
ば
二
オ
ク
タ

l
ヴ
高
い
音
が
発
せ
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
上
端
が
開
閉
じ
ら
れ
た
閉
管
パ
イ
プ
の
場
合
、
振
動
数
が
二
分
の
一
と
な
り
、
開

管
と
同
じ
長
き
で
あ
っ
て
も
発
す
る
音
が
一
オ
ク
タ

i
ヴ
低
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
単
に
パ
イ
プ

の
長
さ
を
明
記
し
た
だ
け
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ッ
プ
が
関
管
で
あ
る
か
器
管
で
あ
る
か
を

一
々
確
か
め
な
い
限
り
、
実
際
に
出
る
音
の
高
さ
が
分
か
ら
ず
面
倒
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情

か
ら
、
各
ス
ト
ッ
プ
に
は
そ
の
長
さ
で
は
な
く
音
の
高
さ
に
応
じ
た
数
値
を
記
す
の
が
一
般
的
と

な
っ
て
い
る
。

よ
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例
え
ば
句
の
ス
ト
ッ
プ
を
入
れ
て
最
低
音
ド

(C)
の
鍵
盤

を
押
し
て
み
た
場
合
、
そ
の
鍵
と
同
じ
ド

(C)
の
音
が
発
せ
ら

れ
る
。
次
に
鍵
盤
を
押
し
た
ま
ま
ス
ト
ッ
プ
を
ぺ
の
も
の
に
変

え
た
と
し
よ
う
。
こ
の
場
合
、

フ
ィ
ー
ト
数
が
「
二
分
の
こ
に

な
っ
た
の
で
最
初
の
音
の
第
っ
こ
倍
音
、
即
ち
最
初
聞
い
た
ド

(C) 
よ
り
も
一
オ
ク
タ
l
ヴ
高
い
ド

(
C
)

が
鳴
る
。
更
に
半

分
の
フ
ィ
ー
ト
数
、
即
ち
最
初
の
「
四
分
の
こ

で
あ
る
N

唱に

す
る
と
、
今
度
は
最
初
の

の
第
「
四
」
倍
音
、

つ
ま
り
最
初
よ

り
も
二
オ
ク
タ

l
ヴ
高
い
ド
(
ピ
)
が
開
こ
え
る
。
∞
J

人
ア
一
円

の
鍵
盤
を
押
し
た
場
合

の
ス
ト
ッ
プ
を
吊
時
に
入
れ
て
ド

(C)

に
は
、
藷
例
ー
の
よ
う
に
、
第
一
倍
音
で
あ
る
ド

(C)
、
第
二

倍
音
の
ド

(
C
)
、
第
四
倍
音
の
ド

(U)
の
二
一
音
が
開
時
に
鳴

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
、
つ
に
、

一
つ
の
鍵
か
ら
複
数
の
音
を
出
す

可
能
性
を
持
っ
て
い
る
オ
ル
ガ
ン
は
、
八
八
の
鍵
を
持
つ
ピ
ア
ノ

よ
り
も
広
い
音
域
を
カ
ヴ
ァ
ー
し
て
い
る
。
北
大
オ
ル
ガ
ン
の
場

向
什
ハ
ハ
ハ
刷
門
V
V

円ハハハハハ
M
附

U
V

合
、
オ
ル
ガ
ン
の
主
鍵
盤
と
副
鍵
盤
に
は
そ
れ
ぞ
れ
五
六
鍵
し
か

な
い
が
、
鍵
に
対
応
す
る
実
音
よ
り
も
最
低
で
一
オ
ク
タ

i
ヴ
下
、

e 

最
高
で
四
オ
ク
タ

l
ヴ
上
の
音
を
発
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ

る
O 

副長ト

J
L

一
γ
一2
一
日
間

も-<>- ~ -"-9ι 正，輩。玄玄
E +在三三主玄玄空

音名

フィート数
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ド(C)の倍音とフィート数の対応(第1倍音から第16倍音まで)
tl:l典:NHKオルガン研究会(1975)、186s[より作成
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主要倍音の対応表表4

た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
我
々
が
一
つ
の
音
を
聞
い
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
場
合
で
も
実
際
に
鳴
っ
て
い
る
音
は
単
一
で
は
な
い
、
と
い
う
点

で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
∞
唱
の
ス
ト
ッ
プ
だ
け
を
入
れ
て
最
低
音
ド

(C)
の
鍵
盤

を
押
し
た
時
に
も
、
基
音
で
あ
る
ド

(C)
以
外
に
、
図
4
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

様
々
な
錯
音
(
ハ

i
モ
ニ
ク
ス
)
が
混
ざ
っ
て
鳴
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
ど
ん
な
時
に
も
こ
れ
ら
の
倍
音
す
べ
て
が
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

当
該
の
音
が
ど
の
よ
う
な
倍
音
を
ど
の
よ
う
な
強
さ
で
含
ん
で
い
る
か
に
よ
っ
て
、

そ
の
音
の
本
質
的
特
性
、
す
な
わ
ち
音
色
が
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
つ
の
光

が
様
々
な
波
長
を
持
つ
成
分
に
分
解
で
き
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、

た
、
蝶
々
な
倍
音
に
分
解
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
と
い
う
楽
器
が
、
オ
ク
タ

i
ヴ
の
関
係
に

一
つ
の
音
も
ま

あ
る
ス
ト
ッ
プ
以
外
に

3
度
や

5
度
と
い
っ
た
オ
ク
タ

i
ヴ
の
関
係
に
な
い
倍
音

の
ス
ト
ッ
プ
を
持
つ
点
で
あ
ろ
う
。
北
大
オ
ル
ガ
ン
で
は
、

一
一
番
の
ナ
、
ザ
l
ル

z
g同三
N
N
¥
ω

ぷ
、
二
四
番
の
ラ
リ
ゴ
戸
包
m
2
H
H
¥
ω

・
の
よ
う
に

2
の
整
数
巾
乗

4
、
8
)
か
ら
外
れ
た
フ
ィ

i
ト
数
を
持
つ
ス
ト
ッ
プ
が
挙
げ
ら
れ

2 

る
。
表
4
か
ら
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
第
三
倍
音
と
第
六
倍
音
に
相
当
す
る
こ
と
が

分
か
る
。
こ
の
よ
う
な
パ
イ
プ
は
、
後
述
の
多
列
倍
音
管
。
白
g
u
n
z
B
2
5
5
0

(
9
)
 

と
合
わ
せ
て
倍
音
群
ス
ト
ッ
プ
(
ミ
ュ

l
テ
l
シ
ヨ
ン
)
と
呼
ば
れ
る
。
表
4
を

見
る
と
ド

(C) 
の
鍵
を
押
し
た
特
に
実
際
に
耳
に
入
る
音
は
、
ナ
ザ
l
ル
が
オ

クラーク会館のパイプオルガン465 



ク
タ
!
ヴ
・
プ
ラ
ス

5
度
高
い
ソ

(g)
、
ラ
リ
ゴ
が
二
オ
ク
タ

i
ヴ
・
プ
ラ
ス

5
度
高
い
ソ

述
べ
た
オ
ク
タ

i
ヴ
の
関
係
に
あ
る
ス
ト
ッ
プ
の
重
ね
合
わ
せ
に
は
音
量
を
増
す
効
果
が
あ
り
、
オ
ク
タ

i
ヴ
の
関
係
に
な
い
ス
ト
ッ

(ピ)
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
先
に

466 

プ
は
音
色
に
変
化
を
つ
け
る
効
果
が
あ
る
。
通
常
、
倍
音
群
に
属
す
る
ス
ト
ッ
プ
を
単
独
で
用
い
る
こ
と
は
な
い
。

幾
つ
か
の
ス
ト
ッ
プ
に
は
フ
ィ

i
ト
数
で
な
く

f
と
い
う
略
号
の
付
け
ら
れ
た
数
字
が
書
か
れ
て
い
る
。

f
は
ド
イ
ツ
語
の
p
n
y

編文三'b.
pflfl 

(
倍
)
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
え
と
あ
れ
ば
、

一
つ
の
鍵
を
押
す
だ
け
で
四
本
の
パ
イ
プ
が
同
時
に
鳴
る
こ
と
を
示
す
。
例
え
ば
、

二
一
一
番
ミ
ク
ス
ト
ゥ
ア
玄

E
R
は
N
J
H
J
N
¥
円
ゆ
同
¥
N
.

の
四
種
の
音
高
の
管
が
鳴
る
仕
掛
け
と
な
っ
て
お
り
、
州
問
え
ば
ド

鍵
盤
を
押
し
た
場
合
に
は
、
譜
例
2
の
よ
う
に
第
四
倍
音
の
ド
(
ピ
)
、
第
八
倍
音
の
ド
(
ポ
)
、
第
一
二
倍
音
の
ソ

C 

の

(
ピ
)
、
第
一
六

倍
音
の
ド
(
ジ
)

の
間
音
が
同
時
に
発
せ
ら
れ
る
。
表
4
と
と
も
に
見
れ
ば
分
か
る
が
、
ミ
ク
ス
ト
ゥ
ア
や
二
六
番
シ
ヤ
ル
フ

P
E門片
岡

は
高
い
音
域
に
あ
る
オ
ク
タ

l
ヴ
音
や

5
度
音
の
倍
音
成
分
を
強
調
す
る
働
き
を
す
る
。
こ
う
し
た
パ
イ
プ
は
混
合
管
宮

E
2
と
呼

ば
れ
、
プ
リ
ン
ツ
イ
パ
ル
族
の
パ
イ
プ
と
共
に
用
い
て
音
に
輝
き
を
与
え
る
と
さ
れ
る
。

H
E
E
2
と
呼
ば
れ
、

他
方
、
二
五
番
ゼ
ス
キ
ア
ル
テ
∞

o
z
z
E
5
の
よ
う
に
混
合
管
よ
り
も
相
対
的
に
低
い

3
度
音
や

5
度
音
を
発
す
る
も
の
は
複
合
管

フ
ル
ー
ト
族
の
パ
イ
プ
と
共
に
用
い
ら
れ
て
音
色
を
豊
か
に
す
る
働
き
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

つ

の
鍵
に
複
数
の
パ
イ
プ
が
対
応
す
る
混
合
管
と
複
合
管
は
多
列
倍
音
管
と
呼
ば
れ
、
同
じ
倍
音
群
ス
ト
ッ
プ
で
も
一
つ
の
鍵
に
一
つ
の

パ
イ
プ
し
か
対
応
し
な
い
単
列
倍
音
管
と

5
5円
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
北
大
オ
ル
ガ
ン
の
ゼ
ス
キ
ア
ル
テ
は
一
九
六
三
年

の
仕
様
書
に
よ
れ
ば
N

内
と
な
っ
て
い
る
が
、
ミ
ク
ス
ト
ゥ
ア
や
シ
ヤ
ル
フ
と
違
っ
て
そ
こ
に
フ
ィ
ー
ト
数
の
内
訳
が
記
さ
れ
て
い
な

い
。
完
成
し
た
オ
ル
ガ
ン
の
ス
ト
ッ
プ
に
は
-
ー
ω戸
即
ち
一
種
な
い
し
一
一
一
種
の
管
が
同
時
に
鳴
る
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
六
年

の
パ
イ
プ
が
半
音
ず
つ
ず
れ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
ゼ
ス
キ
ア

の
修
復
の
際
に
H
H
¥
寸
(
第
七
倍
音
)

ル
テ
は
N
N
¥
ω

二
第
三
倍
音
)
と
H
ω
¥
句
(
第
五
倍
音
)
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
誤
っ
て
配
置
さ
れ
た
パ

イ
プ
は
、
全
て
綿
栓
が
詰
め
ら
れ
て
鳴
ら
な
い
よ
う
措
置
さ
れ
て
い
る
。



オーバーホールのためにステージに並べられたパイプ
(1982年・小林三樹氏撮影)

写真5

以
上
か
ら
分
か
る
よ
う
に
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
と
い
う
楽
器
は
、

ス
ト
ッ
プ
個
別
の
音

色
に
加
え
、
倍
音
の
組
み
合
わ
せ
を
人
為
的
に
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
様
々

な
表
清
を
持
っ
た
音
色
を
数
限
り
な
く
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、

ス
ト
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
る
か
が
演
奏
者
に
と
っ
て
の

腕
の
見
せ
所
で
あ
り
大
き
な
試
練
で
も
あ
る
と
言
え
る
。
だ
が
、
バ
ロ
ッ
ク
時
代
に
完

成
の
域
に
達
し
た
と
い
わ
れ
る
こ
う
し
た
倍
音
記
合
の
技
術
は
何
故
必
要
と
さ
れ
た
の

だ
ろ
、
っ
か
?

こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
第
三
章
に
お
い
て
改
め
て
考
え
て
い
く
こ
と

に
し
ょ
、
っ
。

最
後
に
北
大
オ
ル
ガ
ン
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
歴
史
と
現
状
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

ピ
ア
ノ
や
チ
ェ
ン
バ
ロ
と
同
様
、
オ
ル
ガ
ン
に
も
調
律
が
必
要
で
あ
る
。

フ
ル

l
管
は
、

長
さ
は
変
化
し
に
く
い
も
の
の
気
温
の
上
下
に
よ
る
音
速
の
変
化
で
音
程
が
変
化
し
て

一
方
の
リ

i
ド
管
は
、
管
の
長
さ
自
身
は
音
程
に
余
り
関
係
な
く
気
温
の
影
響

ミ
ー
・
。

ト

V

ノ
¥

を
受
け
に
く
い
も
の
の
、
リ
ー
ド
の
振
動
部
の
長
さ
は
変
化
し
や
す
い
。

フ
ル

i
管
の

場
合
、
パ
イ
プ
の
上
端
に
切
り
口
を
入
れ
て
調
律
す
る
の
に
対
し
、
リ
ー
ド
管
の
場
合

に
は
、
数
も
少
な
く
、
リ
l
ド
の
振
動
す
る
部
分
の
長
さ
を
変
え
る
だ
け
で
済
む
こ
と

か
ら
、

フ
ル

l
管
に
合
わ
せ
る
形
で
リ
ー
ド
管
を
調
律
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ

の
為
、

ブ
ル

l
管
の
音
程
が
高
く
な
る
夏
に
は
リ

i
ド
管
を
そ
れ
に
合
わ
せ
て
高
め
に
、

フ
ル
!
管
の
音
程
が
低
く
な
る
冬
に
は
リ

l
ド
管
を
低
め
に
調
律
す
る
こ
と
と
な
る
。

調
律
に
加
え
、

一
定
期
間
毎
に
オ

i
パ
l
ホ
i
ル
を
行
う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
歳

クラーク会館のパイプオルフヴン467 



月
と
共
に
挨
が
た
ま
っ
た
り
、
パ
イ
プ
が
自
重
で
変
形
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
か
ら
で
あ
る

錫
鉛
合
金
が
主
で
あ
り
軟
ら
か
い
)
。
北
大
オ
ル
ガ
ン
の
場
合
は
、

(
オ
ル
ガ
ン
の
金
属
管
は
ハ
ン
ダ
と
同
じ

一
九
七
七
年
八
月
二
十
一
日

1
二
十
五
日
と
一
九
八
二
年
八
月
二

468 

十
六
日

1
九
月
四
日
の
二
回
に
渡
っ
て
岐
阜
県
白
川
町
の
辻
オ
ル
ガ
ン
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
受
け
た

(
写
真
5
参
照
)
。
そ
の

最高文

後
は
使
用
中
断
期
間
間
も
あ
っ
て
長
ら
く
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

一
九
九
六
年
七
月
一
二
十
一
日
1
八
月
九
日
、

(
ぬ
)

よ
う
や
く
予
算
措
置
が
認
め
ら
れ
、
東
京
都
町
田
市
の
マ
ナ
・
オ
ル
ゲ
ル
パ
ウ
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
が
行
わ
れ
た
。

2 

iilm 

一
二
人
の
オ

ル
ガ
ン
研
究
会
の
学
生
も
こ
の
作
業
を
手
伝
っ
た
と
い
う
。
長
期
間
放
置
さ
れ
た
オ
ル
ガ
ン
の
状
況
を
こ
の
時
の
報
告
書
は
「
故
障
寸

前
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
オ

l
パ
i
ホ
ー
ル
で
は
主
鍵
盤
の
パ
イ
プ
を
全
て
外
し
て
管
の
清
掃
(
刷
毛
、
吸
引
、
外
側
清
拭
)
や
整

音
(
簡
や
歌
口
を
整
形
し
て
し
っ
か
り
と
鳴
る
よ
う
に
す
る
)
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
鍵
盤
の
タ
ッ
チ
は
全
体
に
均
笠
に
、
そ
し
て
軽

自
に
調
整
さ
れ
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
作
業
は
主
鍵
盤
に
対
し
て
の
み
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
副
鍵
盤
と
足
鍵
盤
に
対
す
る
同
様
の

作
業
、
お
よ
び
、
電
気
配
線
な
ど
間
に
合
わ
せ
の
部
品
交
換
で
は
済
ま
な
く
な
っ
て
き
た
部
分
の
修
理
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
係
わ
る
予
算
措
置
が
長
き
に
渡
っ
て
要
求
さ
れ
て
い
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

機
械
の
常
と
し
て
最
も
基
本
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
日
々
使
用
し
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
オ
ル
ガ
ン
の
稼

働
時
間
は
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
良
い
と
言
え
よ
う
。
学
生
団
体
の
使
用
は
も
と
よ
り
講
義
や
学
会
な
ど
北
大
オ
ル
ガ
ン
の
使
用
機
会
が

広
が
り
つ
つ
あ
る
昨
今
の
状
況
は
、
楽
器
維
持
の
面
か
ら
も
好
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

リ
ベ
ラ
ル
ア
1
ツ
と
し
て
の
オ
ル
ガ
ン

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
非
常
に
長
い
歴
史
を
持
つ
楽
器
で
あ
り
、
紀
元
前
二
六
五
年
に
エ
ジ
プ
ト
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
で
発
暁
さ
れ



(
日
)

た
い
わ
ゆ
る
水
オ
ル
ガ
ン
が
そ
の
起
源
と
さ
れ
て
い
る
。
水
オ
ル
ガ
ン
と
い
う
の

は
、
各
パ
イ
プ
に
付
け
ら
れ
た
弁
を
手
で
開
閉
し
、
水
力
に
よ
っ
て
空
気
を
送
る

楽
器
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
古
代
オ
ル
ガ
ン
は
、
水
力
で
は
な
く
「
ふ
い
ご
」

に
よ
っ
て
空
気
を
送
る
形
へ
と
改
良
さ
れ
、
各
地
に
広
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
オ
ル
ガ
ン
が
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に
お
い
て
採
用
さ
れ
、
現
在
の
オ
ル

ガ
ン
に
通
ず
る
形
を
獲
得
し
始
め
た
の
は
、

一
四
世
紀
頃
で
あ
っ
た
と
一
一
一
一
口
わ
れ
て

い
る
。
だ
が
、
一
苅
々
声
楽
だ
け
で
典
礼
を
行
っ
て
い
た
教
会
に
お
い
て
、
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
が
採
用
さ
れ
た
の
は
何
故
、
だ
ろ
う
か
?

こ
の
点
を
考
え
る
た
め
に
は
、

ま
ず
リ
ベ
ラ
ル
ア

i
ツ

(
ア
ル
テ
ス
・
リ
ベ
ラ

I
レ
ス
/
自
由
七
科
/
自
由
学

芸
)
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ヨ
i
ロ
ッ
パ
中
世
の
大
学
科
目
群
を
意
味
す
る
こ
の
概
念
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア

の
、
肉
体
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
由
人
に
ふ
さ
わ
し
い
教
養
と
い
う
考
え
方
に

起
源
を
持
ち
、
実
利
性
や
専
門
性
に
車
結
す
る
学
問
と
対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ロ
ー
マ
時
代
末
期
の
四
1
五
世
紀
に
、
こ
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
l
ツ
は
七
つ
の
科
呂
に

限
定
さ
れ
、
一
言
語
に
関
わ
る
三
科
(
文
法
・
修
辞
学
・
論
理
学
)
と
数
に
関
わ
る

四
科
(
算
術
・
幾
何
・
天
文
学
・
音
楽
)
か
ら
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ

で
注
目
す
べ
き
点
は
、
数
に
関
わ
る
四
科
の
中
に
音
楽
が
含
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
プ
ラ
ト
ン
は
、
こ
の
地
上
で
起
こ
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ
と

が
音
楽
と
数
学
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
と
豪
語
し
た
が
、
そ
う
し
た
感
覚
が
中
世

ドン・ベド箸『オルガン制作者の技術j(1766・パリ)より
18世紀のフランスオルガンの横断面図

出典:秋元 (2002)、72頁
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の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
、

数
学
と
音
楽
の
深
遠
な
る
関
係
を
記
し
た
五
陛
紀
初
頭
の
書
物

内
音
楽
教
程

U
o
g目
安
色
。
ロ
ご
吉
田
-
打
開
』
が
、
オ
ツ
ク
ス
フ
ォ
!

八
五
六
年
ま
で
、
音
楽
理
論
の
講
義
で
教
科
書

(ロ)

と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

ド
大
学
で
は

そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、

J
-
S
・
バ
ッ
ハ
が
、
音
楽
の
な
か

で
数
的
秩
序
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
事
実
も
何
ら
驚
く
べ

き
こ
と
で
は
な
い
。
彼
は
、
音
楽
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
、

宙
の
調
和
的
世
界
、
そ
し
て
神
の
世
界
を
提
示
し
よ
う
と
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
バ
ッ
ハ
の
同
時
代
人
で
あ
っ
た
ラ
イ
ブ
ニ
ツ

ツ
も
、
音
楽
に
つ
い
て
「
計
算
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
な
い

ま
ま
魂
が
行
っ
て
い
る
語
れ
た
算
術
の
練
習
問
問
題
」
と
定
義
し

た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
時
代
精
神
の
中
に
あ
っ
た
と
い
う

点
で
は
、
万
有
引
力
の
法
射
を
発
見
し
た
ニ
ュ
ー
ト
ン
も
同
じ

で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
天
界
の
音
楽
的
調
和
を
発
見
し
た
と
い
う

古
典
古
代
の
哲
学
に
依
拠
し
な
が
ら
、
太
陽
と
惑
星
の
位
置
関

係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
、

左
右
に
張
っ
た
弦
の
長
さ
と
そ
れ
を
弾
い
て
鳴
る
音
の
高
さ
と

の
相
龍
関
係
を
発
見
し
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
は
、
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彼
に
と
っ
て
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
っ
た
。
自
ら
を
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
主
義
者
と
称
し
て
い
た
ニ
ュ

i
ト
ン
は
、
太
陽
に
よ
っ
て
つ
ま
弾
か
れ
る

弦
の
音
に
よ
っ
て
惑
星
が
動
か
さ
れ
て
い
く
と
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
ら
し
い
。

こ
う
し
た
世
界
観
を
提
示
す
る
う
え
で
は
、
整
然
と
並
ん
だ
パ
イ
プ
を
持
つ
オ
ル
ガ
ン
は
打
っ
て
つ
け
の
存
在
で
あ
っ
た
。
音
高
と

長
さ
の
数
的
関
係
が
パ
イ
プ
に
よ
っ
て
可
視
化
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
い
。
各
ス
ト
ッ
プ
に
込
め
ら
れ
た
一
連
の
倍
音
が
巧
妙
に
配
合
さ

(
お
)

れ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
の
世
界
の
有
り
様
が
耳
に
聞
こ
え
る
形
で
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
世
俗
化
の
時

代
に
お
い
て
、
宗
教
的
世
界
観
を
体
現
す
る
上
で
必
要
で
あ
っ
た
倍
音
の
豊
か
さ
が
軽
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
決
し
て
偶
然
で

は
な
い
。
神
の
世
界
よ
り
も
人
間
自
身
の
自
己
表
現
が
追
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
に
つ
い
て
も
、
調
和
的
陸
界

の
提
示
よ
り
は
、
圧
倒
的
な
重
低
音
や
強
弱
変
化
と
い
っ
た
面
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

宗
教
や
王
様
か
ら
自
立
し
た
「
市
民
」
が
登
場
す
る
と
と
も
に
、
音
楽
の
主
要
な
舞
台
も
教
会
や
宮
廷
か
ら
コ
ン
サ
i
ト
ホ
l
ル
へ

と
移
行
し
て
い
く
。
音
楽
は
、
も
は
や
宗
教
的
世
界
を
指
し
示
す
も
の
で
も
な
く
、
王
権
を
体
現
す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
音
楽
そ

れ
自
体
が
芸
術
と
し
て
の
価
値
を
獲
得
し
、
「
市
民
」
た
ち
に
よ
っ
て
消
費
さ
れ
る
文
化
へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

コ
ン
サ
ー
ト
ホ

l
ル
と
い
う
「
市
民
」
た
ち
の
新
た
な
公
共
空
間
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
音
楽
世
界
に

お
け
る
脇
役
の
鹿
へ
と
後
退
し
た
の
で
あ
っ
た
。
敢
え
て
単
純
化
し
て
言
う
な
ら
ば
、
鍵
盤
楽
器
の
、
五
役
は
、
教
会
の
オ
ル
ガ
ン
や
宮

(
凶
)

廷
の
チ
ェ
ン
バ
ロ
か
ら
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
に
交
代
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
オ
ル
ガ
ン
を
見
つ

め
る
人
々
の
眼
差
し
は
、
「
公
共
性
の
構
造
転
換
」
(
ハ

l
パ
i
マ
ス
)
と
共
に
劇
的
に
変
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

マ

'-AYミ
、

犬
、
ヵ

オ
ル
ガ
ン
の
命
脈
が
こ
こ
で
尽
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

一
九
世
紀
前
半
、

ウ
ィ
ー
ン
の
有
名
な
聖
ス
テ
フ
ァ
ン
教
会
で

は
、
ミ
サ
の
後
の
「
お
楽
し
み
」
の
為
に
流
行
の
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
人
々
が
集
い
、
説
教
を
短
時
跨
で
済
ま
せ
る
司
祭
に
人
気
が
集

(
お
)

中
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
が
、
実
際
に
は
、
人
々
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
「
思
い
」
が
完
全
に
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

一
八
二
九
年
、
そ
れ
ま
で
長
ら
く
演
奏
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
バ
ッ
ハ
の
《
マ
タ
イ
受
難
曲
》
復
活
演
奏
会
が
仔
わ
れ
た
際
に
は
、

チ
ケ
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ッ
ト
は
即
日
完
売
し
た
と
い
う
。
し
か
も
、
半
ば
忘
却
さ
れ
て
い
た

J
-
S
・
バ
ッ
ハ
に
光
を
当
て
よ
う
と
意
気
込
ん
で
い
た
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ

i
ン
は
、
《
マ
タ
イ
受
難
曲
V

の
テ
キ
ス
ト
を
ま
る
ま
る
三
分
の
一
切
り
捨
て
、
音
楽
を
「
当
世
風
」

ス
コ
ア
に
多
く
の
書
き
込
み
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
社
会
に
お
い
て
難
解
で
退
屈
と
思
わ
れ
て
い
た
バ
ッ
ハ
の
音
楽
は
、
こ
う

(
凶
)

し
た
「
改
訂
」
に
よ
っ
て
息
を
吹
き
返
し
、
文
字
通
り
「
復
活
」
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
一
八
五
九
年
の
イ
ギ
リ
ス
で
ヘ
ン
デ
ル
の
没
後
一

O
O
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
へ
ン
デ
ル
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ア
ル
も
興

味
深
い
。
会
場
と
な
っ
た
の
は
、
一
八
五
一
年
の
万
国
博
覧
会
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
鉄
と
ガ
ラ
ス
の
壮
麗
な
建
築
物
、
す
な
わ
ち
水

晶
宮
で
あ
っ
た
。
こ
の
祭
典
の
た
め
に
、
水
晶
宮
に
は
由
0
0
0
名
を
越
え
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
唱
団
が
登
れ
る
舞
台
が
設
営
さ
れ
、

そ
の
上
部
に
四
五
九
八
本
の
パ
イ
プ
を
擁
す
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
据
え
ら
れ
た

へ
ン
デ
ル
の
《
メ
サ
イ
ア
》
を
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
す
る
こ
の
フ
ェ
ス

の
で
あ
っ
た
。

テ
ィ
ヴ
ア
ル
は
、
こ
の
時
期
よ
り
三
年
毎
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
特
に
一
八

(
げ
)

八
三
年
に
は
、
八
万
七
七
六
九
名
の
観
客
を
動
員
し
た
の
だ
と
い
う
。
さ
す
が
に

こ
れ
は
極
端
な
例
で
あ
ろ
う
が
、
世
俗
化
の
進
ん
だ
は
ず
の
一
九
世
紀
に
お
い
て

は
、
こ
う
し
た
形
で
宗
教
的
な
砲
が
康
ん
に
演
奏
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
実
態
は
一
八
世
紀
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
の
「
市
民
」
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
宗
教
性
を
有
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点

は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
が
、
世
俗
世
界
に
足
場

を
置
い
た
生
活
を
営
み
な
が
ら
も
、
家
庭
や
社
会
に
お
け
る
精
神
的
な
安
寧
を
得

る
た
め
に
、
あ
る
意
味
で
宗
教
を
「
利
用
」
し
て
い
た
と
い
う
点
は
事
実
で
あ
ろ

、つノ
O

の
も
の
に
す
る
た
め
に
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こ
う
し
た
中
で
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
自
体
、
教
会
か
ら
コ
ン
サ

i
ト
ホ

i
ル
へ
の
進
出
を
巣
た
す
こ
と
に
よ
り
、
近
代
社
会
の
中
で

生
き
残
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
は
、

ロ
マ
ン
主
義
の
音
楽
を
演
奏
す
る
べ
く
オ
ル
ガ
ン
の
改
造
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
パ
イ
プ
の
前
に
開
問
自
在
の
鎧
戸
を
つ
け
て
強
弱
の
調
節
を
可
能
に
し
、
重
低
音
を
増
強
し
て
臣
大
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
神
で
は
な
く
人
間
自
身
の
表
現
を
重
視
す
る
音
楽
が
オ
ル
ガ
ン
か
ら
奏
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
、
神
の

調
和
的
世
界
を
提
示
す
る
倍
音
配
合
の
技
術
が
衰
退
し
、
い
わ
ゆ
る
倍
音
群
ス
ト
ッ
プ
が
軽
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
は
、
す
で
に

述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
宗
教
的
感
覚
や
「
神
々
し
き
」
を
表
現
す
る
役
割
が
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
に
新
た
に
諜

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
強
調
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
リ
ス
ト
の
〈
フ
ア
ウ
ス
ト
交
響
曲
》
の
最
後
に
見
ら
れ
る
「
神
秘
の
合
唱
」

で
は
、
純
粋
さ
や
幸
福
感
が
オ
ル
ガ
ン
の
音

に
託
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
反
面
、
宿
命
的
な
こ
と
や
激
情
の
表
現
に
は
、
震
一
一
く
宿
命
的
な
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
が
効
果
的
に
用
い
ら
れ
て

(
国
)

い
る
が
、
こ
れ
は
天
国
的
至
福
感
の
裏
返
し
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
オ
ル
ガ
ン
そ
の
も
の
を
用
い
な
い
場
合
で
も
、
オ
ル
ガ
ン
風
の
響
き

を
オ

i
ケ
ス
ト
レ

i
シ
ヨ
ン
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
宗
教
性
を
表
現
す
る
や
り
方
が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
〈
タ
ン
ホ
イ

ザ
i
v
や
《
ロ

i
エ
ン
グ
リ
ン
V

、
《
ニ
ユ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
マ
イ
ス
タ
i
ジ
ン
ガ

l
v
を
は
じ
め
と
す
る
ヴ
ァ

l
グ
ナ
i
の
オ
ペ
ラ
、
あ

る
い
は
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
l
の
一
連
の
交
響
曲
に
は
、
そ
う
し
た
特
徴
が
見
い
だ
せ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
リ
ン
ツ
大
聖
堂
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

を
勤
め
、
自
ら
が
敬
慶
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
ブ
ル
ッ
ク
ナ
l
に
と
っ
て
、

キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
は
バ
ッ
ハ
に
と
っ
て
と
同
様
、

重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
だ
が
、

バ
ッ
ハ
の
音
楽
が
神
の
世
界
を
提
示
し
、
そ
の
世
界
そ
の
も
の
を
主
題
と
し
て
い
た
の

に
対
し
、
ブ
ル
ッ
ク
ナ
l
の
音
楽
に
お
い
て
は
、
あ
る
種
の
超
越
的
世
界
が
示
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
世
界
に
つ
い
て
思
い
め
ぐ
ら
す

作
曲
家
本
人
が
主
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
点
が
、
中
世
と
近
代
の
音
楽
を
分
か
つ
決
定
的
な
遠
い
で
あ
っ
た
。

一
一
一
日
う
ま
で
も
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
と
音
楽
は
、
中
世
以
来
、
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
し
、
今
で
も
そ
の
点
に
変
わ
り
は
な
い
。
だ

が
、
近
代
以
降
の
人
聞
は
、
宗
教
や
そ
れ
に
伴
う
音
楽
を
世
俗
世
界
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
見
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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オ
ル
ガ
ン
に
つ
い
て
も
そ
れ
は
例
外
で
は
な
い
。
西
洋
文
化
を
受
容
し
た
臼
本
の
社
会
も
ま
た
、
そ
う
し
た
音
楽
に
対
す
る
眼
差
し
を

共
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
、

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
に
対
し
て
キ
リ
ス
ト
教
的
な
楽
器
と
い
う
素
朴
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
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が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
自
体
、
近
代
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

見高文

か
つ
て
、
音
楽
は
リ
ベ
ラ
ル
ア

i
ツ
の
一
翼
を
な
し
、
古
典
古
代
の
宇
宙
、
あ
る
い
は
中
世
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
有
り
様

を
提
示
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、
オ
ル
ガ
ン
は
天
界
の
調
和
を
指
し
示
す
楽
器
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
。
人
々
は
、

三'b、
日間

然
と
並
ん
だ
パ
イ
プ
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
、
巧
妙
に
配
合
さ
れ
た
倍
音
の
ハ

l
モ
ニ

i
を
聴
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
べ

き
世
界
の
姿
を
一
認
識
し
て
い
た

(
さ
せ
ら
れ
て
い
た
?
)

の
で
あ
る
。
だ
が
、
近
代
と
い
う
「
禁
断
の
果
実
」
を
口
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
人
々
の
感
覚
は
根
底
か
ら
覆
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
現
代
の
我
々
は
、
依
然
と
し
て
宗
教
的
感
覚
を
有
し
て
い
る
し
、
「
教

養
日
リ
ベ
ラ
ル
ア

i
ツ
」
と
し
て
の
音
楽
を
享
受
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
ど
こ
か
、

マ
ー
ラ
ー
の
作
品
に
漂
う
メ
ラ
ン

一
連
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
に
お
い
て
「
神
々
し
い
」
オ
ル
ガ
ン
の
響
き
や
オ

ル
ガ
ン
的
オ

i
ケ
ス
ト
レ

i
シ
ヨ
ン
を
多
用
し
た
が
、
そ
れ
は
、
行
き
先
の
見
え
な
い
霧
の
世
界
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る

コ
リ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
て
も
い
る
。
彼
も
ま
た
、

の
だ
。

(
四
)

そ
う
し
た
中
、
シ
ェ

l
ン
ベ
ル
ク
は
後
の
一
一
一
音
技
法
に
直
結
す
る
作
品
《
室
内
交
響
曲
第
一
番
V

を
作
曲
し
た
の
で
あ
っ
た
。

九
O
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
年
に
発
表
さ
れ
た
ア
イ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
の
特
殊
相
対
性
理
論
が
既
存
の
ニ
ュ

i
ト
ン
物
理
学

に
与
え
た
の
と
閉
じ
ぐ
ら
い
の
衝
撃
を
音
楽
界
に
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
西
洋
音
楽
に
調
和
的
整
合
性
を
与
え
て
き
た

調
号
の
堅
牢
な
体
系
が
崩
壊
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
音
楽
界
は
、
極
端
に
専
門
化
が
進
ん
だ
科
学
の
世
界
と
同
様
、
多
様
化

し
、
途
方
も
な
く
分
断
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

第
一
次
大
戦
以
後
、
学
問
の
細
分
化
と
実
利
追
従
へ
の
批
判
と
し
て
再
び
リ
ベ
ラ
ル
ア

i
ツ
の
理
念
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
理
念
は
、
中
世
に
お
け
る
自
由
七
科
の
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
社
会
科
学
な
ど
の
新
し
い
学
問
を
も
包
含
す
る
概
念
と
し
て
再
生



し
た
の
で
あ
る
。
「
全
人
教
育
」

の
一
環
と
し
て
の
学
生
会
館
が
北
大
で
構
想
さ
れ
た
時
、
杉
野
呂
学
長
も
ま
た
、
大
学
に
お
け
る
リ

ベ
ラ
ル
ア
i
ツ
の
復
活
を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
彼
が
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
設
置
を
強
く
望
ん
だ
の
は
決
し
て

偶
然
で
は
な
い
。
細
分
化
さ
れ
た
諸
科
学
の
間
を
架
橋
し
、
総
合
的
な
視
点
を
提
供
す
る
と
い
う
象
徴
的
な
役
割
が
、
か
つ
て
自
由
七

科
の
一
角
を
な
し
て
い
た
音
楽
に
、
そ
し
て
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
に
期
待
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
、
二
一
世
紀
初
頭
の
現
在
に
お
い
て
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
構
築
さ
れ
て
き
た
巨
大
な
「
知
」

の
体
系
そ
の
も
の
が
批
判

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
も
は
や
リ
ベ
ラ
ル
ア
l
ツ
と
オ
ル
ガ
ン
を
単
純
に
同
一
視
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ

(
却
)
ぅ
。
し
か
し
、
で
あ
る
。
西
洋
的
「
教
養
」
に
対
し
て
壊
疑
の
念
を
抱
く
に
せ
よ
、
そ
れ
に
代
わ
る
新
た
な
「
知
」
を
探
究
す
る
に
せ

よ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
誕
生
し
た
一
つ
の
文
明
が
世
界
を
巻
き
込
む
に
至
っ
た
歴
史
的
過
程
を
学
ぶ
こ
と
に
は
某
か
の
意
味
が
あ
る
は
ず

で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
に
凝
縮
さ
れ
た
文
化
を
発
掘
し
検
証
す
る
と
い
う
「
知
の
考
古
学
」
(
フ

l
コ
i
)
は、

我
々
に
と
っ
て
有
益
な
営
み
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
歴
史
的
構
築
物
と
し
て
の
オ
ル
ガ
ン
を
有
す
る
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
役
割

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

一
般
的
に
オ
ル
ガ
ン
の
寿
命
は
数
百
年
と
一
一
言
わ
れ
て
い
る
。
楽
器
の
内
部
に
は
、
中
世
に
起
源
を
持
つ
パ
イ
プ
か
ら
一
九
世
紀
に
初

め
て
登
場
し
た
ロ
マ
ン
派
の
パ
イ
プ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
由
来
を
持
つ
パ
イ
プ
が
地
層
の
よ
う
に
折
り
重
な
っ
て
い
る
。
頻
繁
に
モ
デ

ル
チ
ェ
ン
ジ
を
繰
り
返
し
て
以
前
の
痕
跡
を
消
し
て
い
く
ピ
ア
ノ
と
は
対
照
的
な
楽
器
で
あ
る
。

だ
が
、
オ
ル
ガ
ン
に
対
す
る
人
々
の
眼
差
し
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
続
け
た
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
際
に
は
数
多
く
の
オ
ル
ガ
ン
が

クラーク会長官のパイプオルガン475 



破
壊
さ
れ
、
打
ち
捨
て
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ロ
マ
ン
派
の
時
代
に
は
、
人
間
自
身
を
表
現
す
る
べ
く
様
々
な
「
改
良
」
が
な
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
二

O
世
紀
に
入
る
と
、
「
オ
ル
ガ
ン
復
興
運
動
」
に
よ
り
楽
器
本
来
の
姿
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
動
き
が
発
生
し
、
各

476 

地
の
オ
ル
ガ
ン
に
再
び
手
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
九
七

0
年
代
以
降
に
は
、

い
わ
ゆ
る
「
古
楽
援
印
刷
ハ
」

の
流
れ
か
ら
、
金
属

編文

の
精
錬
方
法
や
メ
カ
ニ
ツ
ク
の
細
か
な
部
分
ま
で
ル
、
ネ
サ
ン
ス
や
バ
ロ
ッ
ク
の
時
代
の
製
法
を
忠
実
に
再
現
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
音
色

に
迫
ろ
う
と
い
う
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
設
置
さ
れ
て
か
ら
僅
か
三
五
年
ほ
ど
の
歴
史
し
か
持
た
な
い
北
大
オ

言言

ル
ガ
ン
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
が
制
劇
的
に
変
化
し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
状
況
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。
オ
ル
ガ
ン
が
設
置

さ
れ
た
頃
の
楽
器
に
対
す
る
大
い
な
る
熱
意
。
聴
衆
が
少
な
い
と
い
う
理
由
で
大
学
主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
打
ち
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た

時
期
。
そ
し
て
、

オ
ル
ガ
ン
が
再
び
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
九
0
年
代
。
風
を
送
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
呼
吸
し
、
文
字
通

り
人
間
の
器
官
(
。
何
回
口
)
の
よ
う
に
複
雑
な
機
構
を
持
つ
オ
ル
ガ
ン
を
見
て
い
る
と
、
実
際
に
は
、
我
々
が
オ
ル
ガ
ン
を
見
て
い
る

オ
ル
ガ
ン
が
我
々
を
見
、
人
間
の
移
ろ
い
易
さ
を
朔
笑
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
の
だ
。

の
で
は
な
く
、

だ
が
、
我
々
は
も
は
や
、
音
楽
と
数
学
の
相
関
性
に
よ
っ
て
世
界
の
有
り
様
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
た
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
感
覚

を
共
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
白
色
光
を
構
成
し
て
い
る
ス
ペ
ク
ト
ル
の
七
色
と
音
階
と
の
間
に
相
似
関
係
を
発
見

し
た
と
一
言
わ
れ
て
い
る
が
、
我
々
は
そ
う
し
た
感
覚
か
ら
遥
か
に
離
れ
た
と
こ
ろ
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
移
り
変
わ

り
の
激
し
い
現
在
に
お
い
て
は
、
森
有
正
氏
の
よ
う
に
オ
ル
ガ
ン
を
弾
き
な
が
ら
哲
学
的
思
索
を
行
う
と
い
う
「
悠
長
」
な
態
度
も
、

も
は
や
許
さ
れ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
途
方
も
な
く
専
門
分
化
が
進
ん
で
し
ま
っ
た
今
日
の
大
学
に
お
い
て
、
そ

し
て
、
先
行
き
の
不
透
明
な
現
代
の
社
会
に
お
い
て
、
オ
ル
ガ
ン
に
堆
積
し
て
い
る
控
史
的
地
層
を
真
撃
に
見
つ
め
査
す
こ
と
は
決
し

て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
急
進
派
の
よ
う
に
オ
ル
ガ
ン
を
「
過
去
の
遺
物
」
と
し
て
唾
棄
す
べ
き
な
の
か
、

そ
れ
と
も
、
凝
縮
さ
れ
て
い
る
先
人
の
経
験
を
オ
ル
ガ
ン
か
ら
引
き
出
す
べ
き
な
の
か
。
我
々
北
大
人
は
試
さ
れ
て
い
る
の
だ
。



Y王

(
1
)

東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
も
、
九
O
O
番
教
室
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
学
際
的
研
究
の
場
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
出
て
き
て

い
る
。
例
え
ば
、
一
九
九
四
年
度
に
は
、
講
義
「
音
楽
と
一
言
語
」
が
金
額
さ
れ
、
学
内
外
に
講
締
を
求
め
て
、
オ
ル
ガ
ン
や
フ
ル
ー
ト
、
太
鼓
な
ど
の

楽
器
の
構
造
、
音
楽
の
歴
史
的
側
面
・
宗
教
的
側
頭
・
物
理
的
側
面
・
数
学
的
側
面
、
そ
し
て
、
人
の
声
と
楽
器
の
音
、
詩
か
ら
歌
へ
の
移
行
、
人
の

一
一
一
塁
間
を
超
え
る
音
楽
、
と
い
っ
た
様
々
な
テ
i
マ
が
扱
わ
れ
て
い
る
o
Z
G
ミ
立
記
。
口

E
T
S
S。・
E

之官

300E5-

(
2
)

杉
野
尽
氏
の
発
一
言
に
つ
い
て
は
、
「
ク
ラ
l
ク
会
館
月
報
」
八
号
、
一
九
六
三
年
十
一
月
、
四
頁
、
「
ク
ラ
i
ク
会
館
報
告
煮
こ
(
一
九
六
四
)
、
七
1
一

ニ
賞
、
小
林
三
樹
(
一
九
九
三
)
、
一
頁
、
蝦
名
賢
造
(
二

0
0
三
)
、
二
一
一
凶
i
一
五
二
頁
、
な
ど
を
参
照
。
な
お
、
ク
ラ
i
ク
会
館
に
オ
ル
ガ
ン
を
設

置
す
る
に
あ
た
り
、
杉
野
目
氏
は
、
ソ
ル
ト
レ
!
ク
シ
テ
ィ

i
に
あ
る
モ
ル
モ
ン
教
の
総
本
山
を
視
察
し
た
り
、
東
北
学
院
大
学
に
人
を
派
遣
し
て
調
査

さ
せ
た
り
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
ル
ガ
ン
の
設
置
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ス
テ
i
ジ
の
設
計
に
も
弱
干
の
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

土
閏
義
和
(
一
九
六
O
)
「
托
鉢
僧
杉
野
目
先
生
」
宮
内
主
教
育
協
会
誌
』
一
九
号
、
六
頁
。

(
3
)

ク
ラ
l
ク
会
館
建
設
へ
の
、
主
た
る
拠
金
者
は
、
本
学
教
職
員
、
卒
業
生
、
北
海
道
や
札
幌
市
を
は
じ
め
と
す
る
道
内
各
市
町
村
、
産
業
界
の
各
方
面
、

米
国
ア
ジ
ア
財
団
、
同
フ
ォ
ー
ド
財
団
、
ク
ラ

1
ク
家
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
岩
沢
健
蔵
(
一
九
八
六
)
、
九
一

1
九
五
頁
な
ど
に
お
い
て
、
手
紙

入
り
の
風
船
を
飛
ば
し
て
募
金
活
動
に
協
力
し
た
千
葉
県
我
孫
子
中
学
校
の
生
徒
、
「
学
生
の
た
め
に
」
と
言
っ
て
一

0
0
0
万
円
の
お
金
と
一
千
数
百

坪
の
土
地
を
寄
付
し
た
札
幌
市
在
住
の
早
川
亙
秀
氏
(
一
九
六
一
年
没
)
な
ど
、
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
数
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
4
)

ク
ラ
イ
ス
社
は
、
当
時
の
オ
ル
ガ
ン
ピ
ル
ダ

i
の
中
で
は
世
界
最
大
規
模
の
人
員
を
擁
し
て
お
り
、
信
頼
性
の
高
い
会
社
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
北

大
が
ク
ラ
イ
ス
社
に
発
注
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
良
く
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
楽
器
輸
入
の
窓
口
と
な
っ
て
い
た
ヤ
マ
ハ
が
北
大
に
ク
ラ
イ
ス
オ
ル
ガ
ン

を
紹
介
し
た
と
い
う
の
が
真
相
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
時
の
ヤ
マ
ハ
は
、
ク
ラ
イ
ス
を
は
じ
め
カ
サ
パ
ン
(
カ
ナ
ダ
)
や
ラ
ウ
ク
ブ
(
ド
イ
ツ
)
と
い
っ

た
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
オ
ル
ガ
ン
の
組
立
を
そ
の
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
と
共
に
行
い
、
組
み
立
て
た
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
手
掛
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ち
な
み
に
北
大
オ
ル
ガ
ン
の
外
枠
は
ヤ
マ
ハ
が
製
造
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
期
に
東
京
芸
術
大
学
に
も
ク
ラ
イ
ス
オ
ル
ガ
ン
が
設
置
さ
れ
た
こ

クラーク会長官のパイプオルガン477 



と
を
考
え
る
と
、
同
大
オ
ル
ガ
ン
科
の
秋
元
道
雄
助
教
授
(
当
時
)
が
北
大
側
に
ク
ラ
イ
ス
社
の
オ
ル
ガ
ン
を
推
薦
し
た
と
い
う
可
能
性
も
挙
げ
ら
れ
よ

、
「
ノ
。

な
お
、
国
産
オ
ル
ガ
ン
ピ
ル
ダ
l
の
草
分
け
と
一
一
言
わ
れ
る
辻
宏
氏
が
工
房
を
設
立
し
た
の
は
一
九
六
四
年
の
こ
と
で
あ
り
、
ク
ラ
l
ク
会
館
へ
の
オ
ル

ガ
ン
設
震
が
計
画
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
は
、
受
注
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(
5
)

森
有
正
(
一
九
九
九
)
、
第
五
巻
「
木
々
は
光
を
浴
び
て
、
:
:
:
」
「
世
相
く
広
い
流
れ
」
、
お
よ
び
森
有
正
(
一
九
九
四
)
な
ど
を
参
照
。

(
6
)

森
有
正
(
一
九
九
九
)
、
第
五
巻
「
暗
く
広
い
流
れ
」
、
八
一
一
一
1
八
四
百
封
。

(
7
)

こ
こ
で
ク
ラ
イ
ス
社
の
沿
革
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
創
業
者
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ク
ラ
イ
ス
は
ア
ル
ザ
ス
、
ス
イ
ス
、
南
ド
イ
ツ
の
各
地
で
オ
ル

ガ
ン
製
作
を
学
ん
だ
の
ち
、
一
八
八
二
年
に
ボ
ン
で
自
ら
の
工
一
房
を
開
設
し
て
い
る
。
彼
は
怠
子
の
ハ
ン
ス
・
ク
ラ
イ
ス
と
共
に
、
戦
間
期
に
本
格
化
し

た
「
オ
ル
ガ
ン
復
興
運
動
。
お
丘
町

05mgm」
の
流
れ
を
重
視
し
、
オ
ル
ガ
ン
製
作
の
新
し
い
方
法
を
積
極
的
に
採
り
入
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
「
復
興
運
動
」
に
お
い
て
は
、
バ
ロ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
の
「
オ
ル
ガ
ン
復
興
」
を
目
的
と
し
な
が
ら
も
、
内
部
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
「
近
代
的
」

な
技
術
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
「
折
衷
的
」
な
手
法
が
採
用
さ
れ
、
「
ネ
オ
・
バ
ロ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
ス
タ
イ
ル
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
ク
ラ
イ
ス
親
子
が
い
ち
早
く
導
入
し
た
と
い
う
電
気
式
ア
ク
シ
ョ
ン
(
鍵
態
と
パ
イ
プ
掬
罰
バ
ル
ブ
が
電
気
的
に
連
結
さ
れ
て
い
る
)
も
ネ
オ
・
バ

ロ
ッ
ク
様
式
に
見
ら
れ
る
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

だ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
そ
の
萌
芽
が
現
れ
、
一
九
七
0
年
代
に
本
格
化
し
た
「
古
楽
復
興
」
の
流
れ
に
お
い
て
は
、
「
近
代
的
」
な
要
素
が
一

切
排
さ
れ
、
す
べ
て
の
面
に
お
い
て
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
に
近
づ
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
一
般
的
と
な
っ
た
。
一
九
六
五
年
に
ク
ラ
イ
ス
社
を
引
き
継
い
だ

創
業
者
の
孫
、
ハ
ン
ス
・
ゲ
ル
ト
・
ク
ラ
イ
ス
も
ま
た
、
こ
う
し
た
動
き
を
尊
重
し
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
へ
の
留
婦
を
自
指
す
方
針
を
採
っ
て
い
る
。
ち
な

み
に
、
北
大
オ
ル
ガ
ン
が
建
造
さ
れ
た
一
九
六
0
年
代
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
過
渡
期
に
当
た
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の
オ
ル
ガ
ン
に
は
「
オ
ル
ガ
ン
復
興
運

動
」
時
代
と
「
古
楽
復
興
」
時
代
の
双
方
の
特
徴
が
見
い
だ
せ
る
。
回
目
B
B
M
-
P
E
F
(
}
唱∞
3
・
∞
宗
凶
|
コ

m-

な
お
、
最
近
の
日
本
で
は
新
造
オ
ル
ガ
ン
に
占
め
る
ク
ラ
イ
ス
社
の
割
合
は
高
く
な
い
が
、
一
九
九
五
年
に
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
l
ル
に
導
入
さ
れ
た

ス
ト
ッ
プ
数
九
O
、
パ
イ
プ
数
七
一
五
五
本
の
楽
器
は
ク
ラ
イ
ス
に
よ
る
久
々
の
大
型
楽
器
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

(8)

一
九
の
言
語
(
日
本
語
を
含
む
)
に
わ
た
っ
て
オ
ル
ガ
ン
に
関
わ
る
専
門
用
語
を
整
理
し
た
「
辞
意
田
」
が
ベ
ル
ギ
ー
で
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に

お
い
て
も
、
一
言
語
問
で
の
相
違
が
大
き
過
ぎ
る
と
い
う
理
由
で
ス
ト
ッ
プ
名
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
ヴ
イ
ル
フ
リ
i
ト
・
プ
ラ
l
ト
一
編
(
二

0
0
0
)

「
オ
ル
ガ
ン
辞
書
』
(
第
二
版
)
、
ベ
ル
ギ
ー
(
日
本
で
の
発
売
元
は
パ
ッ
ク
ス
ア
!
レ
ン
)
、
二
一
九
1
悶
O
頁
を
参
照
。

(
9
)

オ
ル
ガ
ン
工
一
勝
を
営
む
山
野
氏
に
よ
れ
ば
、
邦
詩
文
献
に
お
い
て
。
oEωnFお
印
$
5
5
0
(多
列
倍
音
管
)
を
「
混
合
管
」
と
誤
訳
し
、

5
H
Z円
(
混
合
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管
)
と
混
向
し
て
い
る
ケ
l
ス
が
多
々
見
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
差
し
当
た
り
、
山
野
氏
に
よ
る
区
分
方
法
を
参
考
に
し
て
北
大
オ
ル
ガ
ン
の
ス
ト

ッ
プ
を
分
類
し
て
い
る
。
山
野
オ
ル
ガ
ン
工
房
、
お
よ
び
山
野
氏
に
よ
る
区
分
方
法
に
つ
い
て
は
、
宮
門
司
・

¥¥gogず
2
・EEE口
O
山
唱
¥
ペ
同

S
8
0
7乞
参
照
。

(m)
こ
の
時
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
で
は
約
一
五
O
万
円
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
。

(
日
)
秋
元
道
雄
(
二
O
O
二
)
、
二
一

1
一一一一一頁。

(
ロ
)
ジ
ェ
イ
ミ
l

・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
(
一
九
九
八
)
、
一
一
七
1
一
一
九
頁
。
な
お
、
ボ
エ
テ
イ
ウ
ス
(
四
八
O
頃
1
五
二
凶
)
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
吋
音
楽

教
程
』
に
つ
い
て
は
、
金
浮
正
剛
(
一
九
九
八
)
、
凶
問
1
七
六
頁
が
詳
し
い
。

(
日
)
此
旧
主
日
群
ス
ト
ッ
プ
そ
れ
自
体
の
起
源
は
、
後
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ

l
の
一
冗
と
な
っ
た
九
世
紀
後
半
の
平
行
オ
ル
ガ
ヌ
ム
と
考
え
ら
れ
る
。
平
行
オ
ル
ガ
ヌ
ム

と
は
、
単
旋
律
で
あ
っ
た
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
に
、
主
旋
律
と
完
全
五
度
等
の
平
行
を
保
ち
な
が
ら
動
く
対
旋
律
を
付
加
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

こ
の
平
行
オ
ル
ガ
ヌ
ム
か
ら
、
対
旋
律
が
自
由
に
動
く
自
由
オ
ル
ガ
ヌ
ム
へ
、
そ
し
て
ポ
リ
フ
ォ
ニ

l
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

同
じ
旋
律
を
完
全
五
度
な
ど
で
重
複
し
て
演
奏
す
る
と
い
う
平
行
オ
ル
ガ
ヌ
ム
の
発
想
は
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
に
お
け
る
倍
音
群
ス
ト
ッ
プ
の
発
懇
に
直

結
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
ル
ガ
ン
の
ラ
テ
ン
語
名
が
オ
ル
ガ
ヌ
ム
ミ
官
ロ
ロ
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
聞
に
は
何
ら
か
の
結
び
つ
き
が
あ
る
と

い
う
説
に
は
一
定
の
根
拠
が
あ
る
と
忍
わ
れ
る
。
金
浮
(
一
九
九
八
)
、
八
二

1
九
三
頁
。

(
M
H
)

松
本
彰
(
一
九
九
七
)
、
三
八
七
号
、
九
1
一
三
頁
。

(
日
)
西
原
稔
(
一
九
九
O
)
、
六
回
頁
。

(
M
m
)

小
林
義
武
(
一
九
九
七
)
、
二
i
四
八
頁
。

(
口
)
ジ
エ
イ
ム
ズ
(
一
九
九
八
)
、
二
七
五
頁
、
お
よ
び
、
松
村
田
曲
家
(
二
0
0
0
)
吋
水
日
間
宮
物
語
」
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
二
五
1
一
一
二
七
頁
を
参
照
。

一
八
五
0
年
代
に
ロ
ン
ド
ン
で
の
コ
ン
サ
i
ト
に
参
加
し
た
際
、
リ
ヒ
ヤ
ル
ト
・
ヴ

7
1
グ
ナ
l
は
、
ヘ
ン
デ
ル
の
宗
教
性
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述

べ
た
と
い
う
。
「
あ
の
自
の
夕
べ
、
オ
ラ
ト
リ
オ
に
茸
を
傾
け
て
い
た
聴
衆
の
あ
い
だ
に
流
れ
て
い
た
感
情
は
、
あ
る
穫
の
礼
拝
の
時
に
抱
く
も
の
と
同

じ
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
[
こ
れ
を
聞
く
こ
と
は
]
教
会
に
行
く
の
と
同
様
の
効
果
が
あ
る
。
聴
衆
の
誰
も
が
、
教
会
で
祈
祷
室
田
を
手
に

す
る
の
と
全
く
変
わ
ら
な
い
様
子
で
、
へ
ン
デ
ル
の
ピ
ア
ノ
の
楽
譜
を
持
っ
て
い
る
J

リ
ン
ダ
・
コ
リ
1
(
二
0
0
0
)
、
川
北
稔
監
訳
「
イ
ギ
リ
ス
国

民
の
誕
生
」
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
三
五
頁
か
ら
の
再
引
用
。

(
問
)
西
原
(
一
九
九
O
)
、
五
一
一
宮
ハ
。

(
川
口
)
ジ
エ
イ
ム
ズ
(
一
九
九
八
)
、
一
ニ
O
二
1
一二
O
五
賞
。
た
だ
し
、
彼
が
実
際
に
一
一
一
音
技
法
の
着
想
を
得
た
の
は
一
九
一
一
一
年
、
実
際
に
そ
の
方
法
を

確
立
し
た
の
は
一
九
二
三
年
で
あ
っ
た
。
当
時
は
、
多
く
の
作
曲
家
が
「
無
調
」
で
作
曲
す
る
方
法
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
シ
ェ

1
ン
ベ
ル
ク
が
そ
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の
中
で
一
歩
先
ん
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
は
、
彼
は
「
特
殊
」
な
作
品
出
家
で
は
全
く
な
か
っ
た
。
「
新
ウ
ィ
ー
ン
学
派
』
(
作
曲
家
別
名
曲
解
説
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
・
一
六
)
(
一
九
九
四
)
、
音
楽
之
友
社
、
一

O
頁。

(
却
)
こ
こ
で
は
、
「
知
」
の
権
力
性
を
暴
い
た
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
l
コ
l
、
「
商
洋
文
明
」
の
「
欺
騎
性
」
を
指
摘
し
た
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
、
あ
る
い

は
「
文
化
」
の
「
政
治
性
」
を
抽
出
し
た
カ
ル
チ
ユ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
1

ズ
、
な
ど
の
諮
潮
流
を
意
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
議
論
に
賛
同
す
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
青
山
克
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
立
場
を
と
る
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
流
れ
を
経
験
し
た
以
上
、
西
洋
世
界
の
「
産

物
」
に
す
ぎ
な
い
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
l
ツ
」
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
我
々
に
は
も
は
や
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
は
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
に
つ
い

て
も
同
じ
で
あ
る
。

資
料
・
参
考
文
献
一
覧

〔
一
|
|
北
大
オ
ル
ガ
ン
に
つ
い
て
〕

-
山
石
沢
健
蔵
(
一
九
八
六
)
「
北
大
歴
史
散
歩
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会

-
蝦
名
賢
造
(
二
O
O
二
乙
『
札
幌
農
学
校
・
北
海
道
大
学
百
二
十
五
年
|
|
ク
ラ
I
ク
精
神
の
継
承
と
北
大
中
興
の
祖
・
杉
野
田
精
貞
」
西
問
書
応

「
ク
ラ
i
ク
会
館
報
告
書
i
i
i昭
和
三
五
年
1
昭
和
三
八
年
」
(
一
九
六
悶
)
、
北
海
道
大
学
学
生
部

「
決
算
報
告
主
喜
(
一
九
六
五
)
、
北
海
道
大
学
都
甘
恋
人
O
周
年
記
念
会
館
建
設
期
成
会

-
小
林
三
樹
(
一
九
九
三
)
「
ク
ラ
i
ク
会
館
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
ど
う
ぞ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
」
『
え
る
む
』
六
六
号
、
一

je--
一一一頁

『
北
海
道
大
学
ク
ラ
l
ク
会
館
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
」
(
二
O
O
二
)
、
北
大
オ
ル
ガ
ン

P
R
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
代
表
・
飴
谷
充
隆
)

-
森
有
正
(
一
九
九
回
)
〈

C
D
〉
『
思
索
の
源
泉
と
し
て
の
音
車
十
i
l新
し
く
生
き
る
こ
と
」
(
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演
奏
と
講
演
)
同

VEF司
め
湖
沼
何
回
J
8広
ふ

『
木
林
有
正
エ
ッ
セ
ー
集
成
」
金
五
巻
(
一
九
九
九
)
、
二
宮
正
之
編
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
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-
開
向
。
吋
g
h
g
H
∞
口
∞
口
町
(
戸
市
山
市
山
凶
Y
E
N
耳
目
】
。
g
g
g
c
。
ロ

O
『問。-Fhw己穴ZZH∞∞
M
l
日深山一戸
3

句
ミ
守
色
h
m
w
N
5
・
C
2
町
宮
内
P
R
ミ
ミ
』
h
H
E
ミ
存
色
町
、
。
、
同
三
・
』
ま
』
S
E
h
凶
弘
司

~。

?
k
p志
向
町
、
。
、
吋
ミ
ぎ
こ
忌
お
き
ま
同
一
~
s
w
~
w
S
F
弓
お
よ
混
同
(
切
S
R
Q
m
O
8
8
5
2
ω
)
ψ
印

-
E
凶
i
S
N
-

-

M

。
F
g
=
白
出
穴
S
2
0
門
間
0
5
2
開
。
(
】
宮
内
山
一
凶
)
¥
か
り
お
唱
。
包
丘
。
ロ
己
門
戸
仏
相
円
。
出
件
。
口
出
口
出
口
E
m
加
巴
己
目
『
口
g
n
w
口
。
吋
明
弘
吉
司
品
巴
〉
ロ
去
さ
ユ
C
B
品
。
同
問
。
宵
}
内
田
広
O
C冨
〈
σお
民
営
N
Z

E
3
0
8
¥
佐
官
出
。
ョ
∞
2
2
・
3
8
咽
ロ
∞
-
(
北
大
オ
ル
ガ
ン
の
仕
様
書
お
よ
び
見
積
書
]

ヤ
え
る
む
」
北
海
道
大
学
学
生
委
員
会
、
一
九
六
八
年
i

門
ク
ラ
I
ク
会
館
月
報
』
北
海
道
大
学
ク
ラ
i
ク
会
館
管
理
事
務
室
、
一
九
六
一
二

1
六
六
年

吋
北
大
オ
ル
ガ
ン
研
究
会
会
報
』
北
海
道
大
学
オ
ル
ガ
ン
研
究
会
、
一
九
九
四
年
1

吋
北
大
特
報
』
北
海
道
大
学
総
務
部
総
務
課
、
一
九
五
四
年
1

{一一
i
i
iパ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
構
造
に
つ
い
て
〕

-
秋
元
道
雄
(
二
O
O
一
一
)
「
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
1
1
i歴
史
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
』
シ
ョ
パ
ン

-
N
H
K
オ
ル
ガ
ン
研
究
会
編
(
一
九
七
五
)
『
オ
ル
ガ
ン
音
楽
の
ふ
る
さ
と
」

N
H
K
出
版

-
大
林
徳
善
郎
(
二
0
0
0
)
「
オ
ル
ガ
ン
の
あ
ゆ
み
i
i
s教
会
の
内
外
で
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
か
」
「
礼
拝
と
音
楽
』
一

O
六
号
、
一
四
1
一
八
百
(

.エ
I
パ
i
ハ
ル
ト
・
ク
ラ
ウ
ス
(
一
九
七
五
)
、
松
原
茂
、
広
野
嗣
雄
訳
「
オ
ル
ガ
ン
と
そ
の
音
楽
|
|
各
回
の
オ
ル
ガ
ン
風
土
を
め
ぐ
っ
て
』
音
楽
之
友
社

・
ハ
ン
ス
・
ク
ロ
ッ
ツ
(
一
九
九
一
)
、
藤
野
菜
訳
「
オ
ル
ガ
ン
の
す
べ
て
』
(
再
改
訂
増
補
第
三
版
)
、
パ
ッ
ク
ス
ア
i
レ
ン

-
辻
荘
一
(
一
九
七
九
)
『
キ
リ
ス
ト
教
音
楽
の
歴
史
』
日
本
基
督
教
団
出
版
局

-
辻
宏
(
一
九
八
八
)
吋
風
の
歌
|
|
パ
イ
プ
・
オ
ル
ガ
ン
と
私
』
日
本
基
督
教
団
出
版
局

・
ノ
ル
ベ
ー
ル
・
デ
ュ
ア
ル
ク
(
一
九
七
五
)
、
秋
元
道
雄
、
秋
元
美
都
子
共
訳
「
パ
イ
プ
・
オ
ル
ガ
ン
」
(
文
庫
ク
セ
ジ
ユ
)
、
白
水
社

『
宮
本
音
響
学
会
誌
』
(
一
九
九
一
)
、

mm
七
巻
一
一
号
「
小
特
集
i
i
eパ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
」

「
日
本
の
オ
ル
ガ
ン
』
全
二
巻
(
一
九
八
五
・
一
九
九
二
)
、
日
本
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
協
会
編
、
シ
ャ
ロ
!
ム
印
刷
出
版
事
業
部

-
乎
臨
間
違
治
(
一
九
八
O
)
『
オ
ル
ガ
ン
の
歴
史
と
そ
の
原
理
|
|
授
史
的
オ
ル
ガ
ン
再
現
の
た
め
の
資
料
」
松
蔭
女
子
学
院
大
学
学
術
研
究
会

-
N
・
H
・
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
、

T
・
D
・
ロ
ッ
シ
ン
グ
(
二
O
O
二
)
、
岸
慾
史
、
久
保
田
秀
美
、
古
川
茂
訳
『
楽
器
の
物
理
学
』
シ
ユ
プ
リ
ン
ガ

i
・フ

ェ
ア
ラ
l
ク
東
京

-門
U
Y
ユ
三
仲
間
口
〉
廿
同
日
ロ
ω
(
-沼
W
3・
N
5
・
C
2円
芝
円

hHRK25N円。、NM一向旬、宮内向。~。キミ502hHh円
E
E
E
?
む
な
』
門
~
ね
な
ー
。
~
吋
と
え
2
・
河
ミ
N
1
C
コ
豆
町
、
.
h
N
H
b
H
旬
。
門
市
制
定
書
(
明
言
ロ
庁
内
ロ
ユ
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m
g
p白
色
2

・切
o
n
U
H
ロ存可)・

「
オ
ル
ガ
ン
研
究
』
日
本
オ
ル
ガ
ン
研
究
会
、

一
九
七
三
年
1

[二

7
1パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
社
会
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
〕

-
上
尾
一
信
也
(
一
九
九
一
二
)
「
歴
史
と
し
て
の
点
目
i
i
l
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
近
世
の
音
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
l
』
柏
査
官
房

-
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
i
パ

l
(
一
九
六
七
)
、
安
藤
英
治
、
池
宮
英
才
、
角
倉
一
朗
訳
解
「
音
楽
社
会
学
』
都
文
社

-
金
浮
正
剛
(
一
九
九
八
)
「
中
世
音
楽
の
精
神
史
|
|
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
音
楽
へ
』
講
談
社
選
書
メ
チ
エ

・
草
野
厚
(
ニ
O
O
一
一
一
)
「
癒
し
の
楽
器
|
|
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
と
政
治
」
文
春
新
書

-
小
林
義
武
(
一
九
九
七
)
「
バ
ッ
ハ
復
活
|
|
一
九
世
紀
市
民
社
会
の
音
楽
運
動
」
春
秋
社

-
ジ
エ
イ
ミ
1

・
ジ
エ
イ
ム
ズ
(
一
九
九
八
)
、
黒
川
孝
文
-
訳
「
天
球
の
立
日
端
ヂ
i
|
歴
史
の
中
の
科
学
・
音
楽
・
神
秘
思
想
」
白
楊
社

・
リ
チ
ャ
l
ド
・
セ
ネ
ァ
ト
(
一
九
九
一
)
、
北
川
克
彦
、
高
階
悟
訳
『
公
共
性
の
喪
失
」
日
間
文
社

-
西
原
稔
(
一
九
九
O
)
『
翠
な
る
イ
メ
ー
ジ
の
音
楽
|
l
一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
聖
と
俗
』
(
立
日
楽
選
書
)
、
音
楽
之
友
社

・
藤
枝
守
(
一
九
九
八
)
「
響
き
の
考
古
学
|
|
i
立
自
律
の
世
界
史
』
(
は
じ
め
て
音
楽
と
出
会
う
本
)
、
音
楽
之
友
社

-
松
本
彰
(
一
九
九
七
)
「
鍵
盤
楽
器
の
社
会
史
の
た
め
の
ノ
!
ト
」
「
春
秋
』

(
I
)
三
八
七
号
、
九
1
二
二
百
ぺ

(
2
)
三
八
八
号
、
三
一
一
一
1
一
二
六
真
、

(
3
)

一
二
八
九
号
、
一
二
1
一
五
頁
、

(4)
一
二
九
一
号
、
二
九
1
一一一一一頁
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謝
辞
本
稿
を
準
備
す
る
過
程
に
お
い
て
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
助
一
一
一
目
を
頂
き
、
ま
た
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
い
た
、
だ
い
て
い
る
。

の
お
名
前
を
以
下
に
記
す
こ
と
に
よ
り
、
感
謝
の
玄
を
表
し
た
い
。

一
部
で
は
あ
る
が
そ
の
方
々

[
敬
称
略
・
五
十
音
順
]
伊
藤
百
合
子
(
北
海
道
大
学
ク
ラ
l
ク
記
念
財
団
)
、
岩
沢
健
蔵
(
一
冗
農
学
部
事
務
長
)
、
小
林
三
樹
(
元
工
学
研
究
科
助
教
授
・
北

大
オ
ル
ガ
ン
研
究
会
初
代
顧
問
)
、
杉
野
自
治
(
工
学
部
名
誉
教
授
)
、
藤
原
一
弘
(
洗
足
学
関
大
学
講
師
)
、
松
崎
譲
二
(
マ
ナ
・
オ
ル
ゲ
ル
バ
ウ
)
、
山
野
政

登
司
(
山
野
オ
ル
ガ
ン
工
房
)

宏
(
法
学
研
究
科
講
師
)

福
田
大
塚
直
彦
(
工
学
研
究
科
講
師
・

中
核
的
研
究
機
関
研
究
員
)

藤
井
健
吉
(
医
学
研
究
科
博
士
諜
程
)
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